
導入編 


本製品や添付のソフトウェアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明 
します。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読ん 
で、正しくセツトアップしてください。 


特長 （3 ページ） 

本製品の特長や添付（または別売品）のソフトウェア、および各種オプション 
とソフトウェアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

導入にあたって （12 ページ） 

本製品をご利用されるシステムを構築する際に知っておいていただきたい事柄 
や、参考となるアドバイスが記載されています。 

お客様登録 （17 ページ） 

お客様登録の方法について説明しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

セットアップを始める前に （18 ページ） 

セットアップの順序を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購入時の本体によってもセットアップの方法は異なります。 

Windows Server 2008のセットアップ （22 ページ） 

Windows Server 2008で運用する場合のシステムのセットアップの方法につ 
いて説明しています。 

Windows Server 2003 x 64 Editions のセットアップ （31 ページ） 

Windows Server 2003 x 64 Editions で運用する場合のシステムのセットアッ 
プの方法について説明しています。 

Windows Server 2003のセットアップ （41 ページ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセットアップの方法につ 
いて説明しています。 

障害処理のためのセットアップ （69 ページ） 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるよラセットアップを 
してください。 

応用セットアップ （83 ページ） 

システムの環境やインストールするオペレーティングシステムによっては、特 
殊な手順でセットアップしなければならない場合があります。必要に応じて参 
照してください。 
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Linux のセットアップ （88 ページ） 

Linux で運用する場合のシステムのセツトアップの方法について説明していま 
す0 


本書の中でフロッピーディスクを使用した説明が記載されていますが、 
本製品は標準構成でフロッピーディスクドライブを内蔵していません。 
オプションの内蔵 USB FD ドライブを使用してください。 
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特長 


お買い求めになられた本製品の特長を次に示します。 



己診断機能 


❿インテル® Xeon ® プロセッサー3000系/ 

インテル® p en tium ® デュアルコア • プロセッサー搭載 
— N 8100 -1433 :1.80 GHz 

- N 8100 -1434 : 2.33 GHz 

— N 8100 -1435 : 3.00 GHz 

• 高速メモリアクセス （ DDR 2800 対応） 

• 高速1000 BASE - T /1 〇 0 BASE - TX /10 BASE-T (2 ポート） 


• Power On Self-Test ( POST ) 
• テスト診断 ( TeDoLi ) 



ぐに使える 


インタフェース （1 Gbps /100 Mbps /10 Mbps 対応） 

• 高速ディスクアクセス ( SATA および SAS 対応(オプシヨン)) 
• Dual Channel メモリ対応 


BTO (工場組み込み出荷）使用する〇 S の 
インス I ルやオプションの取り付けを 
指定できます。 


^ 信頼性 

• メモリ監視機能 
(エラー訂正/エラー検出） 

❿ BIOS パスワード機能 
• 温度検知 
❿パスワード機能 
❿ファン回転監視機能 
• 電圧監視機能 

• RAID システム 

( SATA 2 (標準 ） /SAS (オプション）） 
• バスパリティエラー検出 
• 異常通知 

• 工場出荷時オプションで冗長電源対応 
• 工場出荷時オプションで冗長ファンに対応 



理 機能 

• ESMPRO/ServerAgent 

• ESMPRO/ServerManager 

• DianaScope 

• 本体遠隔監視機能 

( EXPRESSSC 〇 PE エンジン 2) 

❿ RAID システム管理ユーティリティ 
• ハードディスクドライブ監視 

(オプシヨンの増設用 HDD ケージが 
必要） 





• EXPRESSBUILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (パラメータファイル作成ユーティリティ) 

• SETUP ( BIOS セットアップユーティリティ） 


オフライン保守ユーティリティ 
DUMP スイッチによるメモリダンプ機能 


^ 富な機能搭載 



❿ El Torito Bootable CD - R 〇 M(no emulation 
mode ) フォーマットをサポート 
• リモートパワーオン機能 
❿ AC リンク機能 

• RAID システム ( SATA ) 標準装備 

❿ IPMI V2.0 に準拠したベースボード- 

マネージメント.コントローラ ( BMC ) を搭載 

電力機能 

• スリープ機能をサポート（オプションボードに 
よっては機能しないものもある） 

• Enhanced Intel SpeedStep ® Technology に対応 

• Enhanced Halt State に対応 


❿最大 8 GB のメモリ （2 GBX 4: DIMMX 4 スロット） 

• USB 2.0 対応 

• 豊富な1〇オプションスロット 
— PCI Express ( x 8) :1スロット 

( xl ):2 スロット(コネクタは x 8) 
—PCI (32 bit /33 MHz ) : 2 スロット 

• SATA 2 x 6 チャネル 

• Ultra ATA 100 x 1 チャネル 

• ラックマウントタイプへのコンパージョンが可能 
( N 81 43-7 1ラックコンパージョンキットが必要） 



















4 特長 


本装置は、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

本体に添付されている ESMPR 〇などのソフトウェアが提供する監視機能との連携により、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のバックアップ装置などといった各種オプション製品により、さらなる信頼性を確保すること 
ができます。 

各機能はそれぞれ以下のハードウエア、およびソフトウェアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/Server Agent 

ストレージ管理 



• ディスク管理 

• ハードウェア全般 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/Server Agent 


•RAID コント□—ラ（オンボード、 
オプション） 

Universal RAID Utility 

• バックアップ管理 

DAT/AIT など"" 

Windows 標準バックアップツール 
ARCserve for Windows NT * 
BackupExec * 、 NetBackup * 

電源管理 

無停電電源装置 ( UPS ) * 

PowerChute Business Edition * 

(注） 

無停電電源装置により、使用するソ 
フトウェアが異なります。 

ネットヮーク管理 

100 BASE-TX 接続ボードなど# 

WebSAM / Netvisor * 

リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSC 〇 PE エン 
ジン2 (—部の機能の利用にはリモート 
マネージメント拡張ライセンス*が必 
要） 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/Server Agent 

DianaScope 


* オプション製品 
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サーバ 管理 

本体のハードウエアの状態を管理するために 「ESMPR 〇 /ServerAgent」 をインストールし 
てください。 「ESMPRO/ServerAgent」 は本体の稼動状況などを監視するとともに万一の障 
害発生時 「ESMPRO/ServerManager」 と連携してただちに管理者へ通報します0 
巳31\/^6〇/361^「八96巾をィンストールした場合、データビューアの項目ごとの機能可否は 
下記の表のとおりです。 


機能可否表 （ Windows 用) 


機能名 

可否 

機能概要 

ハードウエア 


〇 

ハードウェアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリパンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

1/ 〇デパイス 

〇 

1/ 〇デバイス（シリアルポート、パラレルポート、キー 
ボード、マウス、ビデオ）の情報参照をする機能です。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能です。 

* 電源を監視する場合、オプションの冗長電源アップグ 
レードキットが必要です。 


温度 

〇 

筐体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

筐体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する機能です。 

* オプションの冗長対応可能な電源が必要です。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (筐体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る機能です。 

ソフトウェア 

〇 

サービス、ドライバ、〇 S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク （ LAN ) に関する情報参照やバケット監視を 
する機能です。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張バスデバイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO / ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値 
を監視する機能です。 

スト レー ジ 

〇 

ハードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能です。 

ディスクアレイ 


〇 

LSI 社製ディスクアレイコント□—ラ（ N 81 03-73 A /80/ 

81) および、 Promise 社製ディスクアレイコントローラを 
監視する機能です。 




* 上記ディスクアレイコント□—ラをサポートしていない 
本体装置の場合、ディスクアレイの情報はデータビュー 
アには表示しません。 

その他 


〇 

ウォッチドッグタイマによる〇 S ストール監視をする機能 
です。 



〇 

〇 S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


〇： サポート△:一部サポート x : 未サポート 



ESMPRO/ServerManager、ESMPRO/ServerAgent、DianaScope は、本体に標 
準添付されています。各ソフトウヱアのインストール方法や使用方法は、各ソ 
フトウェアの説明を参照してください。 
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機能可否表 （ Linux 用) 


機能名 

可否 

機能概要 

ハードウェア 


〇 

ハードウェアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリパンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

1/〇デバイス 

〇 

I/O デバイス （ フロッピーディスクドライプ、シリアル 
ポート、パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ） 

の情報参照をする機能です。 

システム環境 


△ 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能で 
す0 

* 電源を監視する場合、オプションの冗長電源アップグ 
レードキットが必要です。 


温度 

〇 

筐体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

筐体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する機能です。 

* オプションの冗長対応可能な電源が必要です。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (筐体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る機能です。 

ソフトウェア 

〇 

サービス、ドライバ、〇 S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク ( LAN ) に関する情報参照やバケット監視を 
する機能です。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張バスデバイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値 
を監視する機能です。 

ストレージ 

〇 

ハードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能で 
す。 

ディスクアレイ 


〇 

ディスクアレイコントローラを監視する機能です。 

Windows 版 ESMPRO/ServerAgent の機能とは一部異な 
ります。 

障害通報機能のみのサボートです。 




※別途、ディスクアレイコント□—ラの RAID システム監 
視ユーティリティが必要です。 

その他 


〇 

Watch Dog Timer による〇 S ストール監視をする機能で 
す。 



〇 

〇 S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


〇:サポート△:一部サポート X :未サポート 

サポートされていない一部のファン情報はグレイアウトされます。 

機種によっては一部の機能をサポートしていない場合もあります。 

また、「リモートマネージメントカード」を装着することにより、次の機能やツールをサポー 
卜し、サーバ管理を確実で容易なものとします。 

• 電源ユニットの監視 

• ハードウェア障害のシステムイベント□グ (SEL ) 生成機能 

• ウォッチドッグタイマによる〇 S ストール監視 

• 〇 S ストップ エラー 発生後の通報処理 


Windows 版との機能差分について 

ESMPR 〇 /ServerAgent 以下の機能が未サボートとなっております。 

• データビューアでの DMI 情報の表示 

データビューアでのディスクアレイ情報の表示（障害通報機能のみサポート) 
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ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを管理するために次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

ハードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることにつながると言えます。オンボードまたは、オプションの RAID コント□ーラ 
( RAID コント□—ラ N 8 103-1 16/1 17/118) を使用することにより、ハードディスクド 
ライブをグループ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐことができます。 

使用できる RAID コント□ーラは、本体装置のモデルにより異なります。 

— オンボードの RAID コントローラ (LSI Embedded MegaRAID™) 

オンボードの RAD コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) によって 、 RAID 
システムを構築することができます。 RAID コント□ーラがサボートする RAID レべ 
ルは 、 RAID 0, RAID 1 、 RAID 10です。 

RAD システムの構築、設定、管理には 、 「LSI Software RAID Configuration Utility 」 
や 、 「Universal RAID Utility 」 を使用します。 

詳細は、「2ハードウェア編 RAD システムのコンフィグレーション」 （224 ページ）、 
「3ソフトウェア編 Universal RAID Utility 」（266 ページ）を参照してください。 

— オプションの RAID コント□—ラ （N 8103 -11 6/117/1 18) 

オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -116/1 17/1 18) は、本体装置のハード 
ディスクドライブを使用して RAID システムを構築します。 

- 本体装置のハードディスクドライブを使用して RAID システムを構築する RAID 
コント□ーラ 


N 81〇 3-1 16 RAID コント□—ラ （128 MB，RAID 0/1)、 N 8103 -117 RAID コン 
トローラ （128 MB，RAID 0/ 1/5/6), N 81〇 3-1 18 RAID コント□—ラ (256 MB ， 
RAID 0/ 1/5/6) の3種類があります。 RAID コントローラがサポートする RAID 
レベルは、 RAIDO、RAID 1 、 RAID 10 、 RAID 5 、 RAID 6です。 N 8103 -116 
で RAD 5 、 RAID 6 を使用するには、オプションの 「 N 8103 -1 19 RAID アップ 
グレードキット」を使用します。 

RAID システムの構築、設定、管理には、 「 WebBIOS 」 や 、 「Universal RAID 
UtilityJ を使用します。 

詳細は、オプションの RAID コントローラに添付の説明書や、「3ソフトウェア 
編 Universal RAID Utility 」(266 ページ)を参照してください。 


RAID システムの設定は、セットアップツール「シームレスセットアップ」でも設定でき 
ます。より詳細な設定をする必要があるときは、それぞれのコンフィグレーションユー 
テイリテイを使用してください。 


RAID システム管理ユーテイリテイは ESMPR 〇 / ServerManager や ESMPR 〇 /ServerAgent 
との連携により、 RAID システムの状況をトータルに監視し、障害の早期発見や予防措置を 
行い、ハードディスクドライブの障害に対して迅速に対処することができます。 



Universal RAID Utility 、 ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent は、 
本体に標準で添付しています。ソフトウヱアのインストール方法や使用方法 
は、各ソフトウェアの説明を参照してください。 





パト□ールリードと整合性チェックによる予防保守 

八ードディスクドライブの後発不良に対する予防保守としてパト□ールリードが 
有効です。パト□ールリードにより、後発不良を早期に発見できます。 

パト□ールリード機能をサボートする RAID コント□ーラを使用する場合は、パト 
□ールリードを使用してください。パト□ールリード機能をサボートしない RAID 
コント□ーラ（オンポードの RA 旧コント□ーラ (LSI Embedded MegaRAID )) 
では、パト□ールリードの代わりに整合性チェックを使用してください。 
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バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意のサーバの夕'ウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や AI 丁装置と各種ソフトウェアを使って定期的にバックアップをとってくださ 
し、容量や転送スピード、バックアップスケジュールの設定など、ご使用になる環境に 
合わせて利用してください。 

SCSI バックアップデバイスと接続するためにはオプションの SCSI コント□ーラボード 
が必要です。 


アプリケーション名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行ラときに使用。 

ARCserve 

(コンピュータ.アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

BackupExec(Symantec 社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

NetBackup(Symantec 社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 

BackupExec の上位バックアップツール。基幹業務など大規模システム 
まで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster Recovery を標準 
サポート。 DB オンラインバックアップなどに対応可能。 


ジョブ(』編集 (£) 表示汹ツール①ヘルブ ( ti ) 


v ァ复元と音理 I ; 

|テイの詳細モー 


パツりアツブユーティリティの詳細モードの開始 
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10 特長 


電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に加え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムタ'ウンの要因とな 
る場合があります。 

無停電電源装置 ( ups ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始めると、 
自動的にバッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、その間 
にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電流の変動を抑え、 
電源ユニットの寿命を延ばして平均故障間隔 ( MTBF ) の延長にも貢献します。また、スケ 
ジュールなどによる本装置の自動 • 無人運転を実現することもできます。 

本製品では、 APC 社製 Smart - UPS の無停電電源装置を接続オプションとして用意しています。 
管理-制御ソフトウェアとして ESMPR 〇 / UPSManager や ESMPR 〇 / AutomaticRunningCm - 
troller などがあります。 


ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerManager ,巳31\/^1^〇/361^/6|7\96门1:を使用することによリ、本体に内蔵され 
ている LAN 力ードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の ESMPR 〇 / Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を行うこと 
ができます。 
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リ モー ト管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE エンジン2と EXPRESSBUILDER に収められているアプリ 
ケーシヨン 「 DianaScope 」 を使用することにより、 LAN / WAN を介した本体のリモート監 
視や管理をすることができます。 

EXPRESSSC 〇 PE エンジン2が提供する管理機能は以下のとおりです。 

• 温度/電圧/ファン/ハードディスクドライブ* 1 の監視 

• 電源ユニットの監視* 2 

• ハードウエア障害のシステムイベントログ ( SEL ) 生成機能 

• ウォッチドッグタイマによる〇 S ス I ル監視 

• 〇 S ストップエラー発生後の通報処理 

• Web ブラウザを使用したリモート制御（本体装置のリセット、電源〇 N / OFF 、 システム 
イベント□グ ( SEL ) の確認など） 

• リモート KVM 機能、リモートデバイス機能(オプションのリモートマネージメント拡張 
ライセンスが必要です。） 


111751 


• DianaScope による LAN / WAN 経由でのリモート制御、複数台装置の集中管理 

Web ブラウザを使用したリモート制御やリモート KVM 機能、リモートデバイス機能について 
は EXPRESSBUILDER 内の 「 EXPRESSSC 〇 PE エンジン2ユーザーズガイド」を参照してく 
ださい。 


リモートマネージメント拡張ライセンス（ N 81 15-03) を使用する場合の注意事 
項 

• リモートコンソール/リモートメディア機能についての最新情報は、弊 
社 Web サイト ( http :// nec 8. com ) を参照してください。 


1 オプションの増設用 HDD ケージが必要。 

2 オプションの冗長電源アップグレードキットが必要。 
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導入にあたつて 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 


システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、以下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説明のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くのハードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「各ハードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを検討し、それに合わせて必要な 
ハードウエアおよびソフトウェアのインストール/設定を行ってください。 


稼動状況 • 障害の監視、および保守 


本体に標準添付の 「 ESMPRO / ServerManager 」、 rESMPRO / ServerAgentJ を利用すること 
により、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万一の 
場合に迅速に対応することができます。 

運用の際は、 「 ESMPRO / ServerManager 」 、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用して、万一の 
トラブルからシステムを守るよう心がけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（株）がアラート通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Express 5800シリーズ 
の障害監視 • 保守を行ラことができます。 

「エクスプレス通報サービス」を利用することもご検討ください。 
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システムの構築 • 運用にあたっての留意点 

システムを構築 • 運用する前に、次の点について確認してください。 

出荷時の状態を確認しましょう 

本製品を導入する前に、出荷時の状態を確認してください。 

• オペレーティングシステムのインス I -ール状態について 

注文により出荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

BTO ( 工場組み込み出荷）にて Windows Server 2008 ^ Windows Server 2003 
x 64 Editions、Windows Server 2003または Linux のインストールを指定され 

た士 4) □ 0 

未インストール 

BTO ( 工場組み込み出荷）による〇 S のインス1-ールを希望されなかった場合。 


出荷時のオペレーティングシステムのインストール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。21ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、「セットアップ」は必要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順序で進めるべきか十分に検討してく 
ださい。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを狂 
わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安定した運用と機能を十分に発揮でき 
なくなります。 

• くその1 > 運用方針と障害対策の検討 

ハードウェアが提供する機能や採用するオペレーティングシステムによって運用方針や 
セキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長 （3 ページ）」に示す本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できる 
よう検討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 


• くその2> 八ードウエアのセットアップ 

本体の電源を ON にできるまでのセットアップを確実に行います。この後の「システムの 
セットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳しく 
は、21ページに示す手順に従ってください。 

ハードウェアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に加 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用になる環境に合わせた 
パラメータの設定はオペレーティングシステムや管理用ソフトウェアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 
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• <その3> システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といったハードウェアのセットアップが終わった 
ら、ハードディスクドライブのパーティションの設定や RAID システムの設定、オペレー 
ティングシステムや管理用ソフトウェアのインストールに進みます。 

く BTO (工場組み込み出荷)時の初期設定 (Linux )〉 

BT 〇（工場組み込み出荷）を指定して Linux サービスセットを購入されたお客樹ま、 
Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を参照し、 
Linux の初期導入設定を行ってください。 


く 再セットアップ (Linux サービスセットを購入された場合) (Linux )〉 

添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する自動セットアップユーティリティ 
「シームレスセットアップ」を使用してください。「シームレスセットアップ」では、 
RAID システムの構築や〇 S 、 各種アプリケーションのインストールに必要な情報を 
選択 • 入力すると、後は簡易的な操作で BTO (工場組み込み出荷)時の状態に復元す 
ることができます。 


く 未インストールからのセットアップ • 再セットアップ (Linux )〉 

「シームレスセットアップ」を行うか、もしくは添付の 「EXPRESSBUILDERJDVD 
に格納されているオンラインドキュメント 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server イ 
ンストレーシヨンサプリメントガイド 」、 「Red Hat Enterprise Linux 4インストレー 
シヨンサプリメントガイド」または 「MIRACLE LINUX V 4 .〇インストレーシヨンサ 
プリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

本装置がサボートしている〇 S ( Linux ) は次のとおりです。 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( EM 64 T ) 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( EM 64 T ) 

• MIRACLE LINUX V 4 .〇 - Asianux Inside 

• MIRACLE LINUX V 4.0 - Asianux Inside for x 86-64 


く 初めてのセットアップの場合 (Windows )〉 

初めてのセットアップでは、お客様が注文の際に指定されたインストールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

• 「カスタムインストール」を指定して購入された場合 

本装置の電源を〇 N にすれば自動的にセットアップが始まります。セットアップ 
の途中で表示される画面のメッセージに従って必要事項を入力していけばセッ 
トアップは完了します。 

• 「未インストール」にて購入された場合 

<未インストールからのセットアップ • 再セットアップの場合>に示す手順に 
従ってください。 
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<未インス I ルからのセットアップ • 再セットアップの場合 (Windows )〉 

本装置で未インストールからのセットアップ • 再セットアップをサポートしている 
〇 S ( Windows ) は次の通りです。 

• Windows Server 2008 Standard 64 bit ( x 64) Editi 〇门日本語版（以降、 
「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server 2008 Standard 32 bit ( x 86) Edition 日本語版（以降、 
「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server 2008 Standard without Hyper-V 64 bit ( x 64) Edition 日本 
語版(以降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server 2008 Standard without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 日本 
語版（以降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server 200 3 R 2, Standard x 64 Edition 日本語版（以降、 

「Windows Server 2003 x 64 Edition 」 と呼ぶ、） 

• Windows Server 2003 R 2, Standard Edition 日本語版（以降 、 「Windows 
Server 2003」と呼ぶ） 

• Windows Server 2003, Standard Edition 日本語版（以降 、 「Windows Server 
2 〇〇3」と呼ぶ） 

未インストールからのセットアップ•再セットアップでは、インス I ルする〇 S に 
よって異なります。 

• Windows Server 2008をインストールする場合 

NEC 8 番街 （ http :// nec 8 .com ) から 「 Express 5800 Windows Server 2008サ 
ポートキット」を参照してください。夕'ウンロードぺージから 「Windows Server 
2008対応差分モジュール」を夕'ウン□ー ドし、「インストール補足説明書」を参 
照の上、インストールを行ってください。 

• Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールする場合 

添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメント 
「Windows Server 2003 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

• Windows Server 2003をインストールする場合 

本書の39ページを参照し「シームレスセットアップ」を行うが、添付の 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメント 
「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照 
し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

• くその4> 障害処理のためのセツトアップ 


障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解決ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2008 、 Windows Server 2003 x 64 Editions 
または Windows Server 2003に関しては、本書で説明しています 0 
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• くその5> 管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

インストールが完了したソフトウェア （ BT 〇で出荷時に組み込まれたものを含む）の各 
種パラメータを、使用するハードウェア/ネットワーク環境へ合うように設定します。 
また、本装置と同じネットワーク上へ管理 PC (—般的な PC が使用可）を定義し、管理 • 
監視用のソフトウェアをインストールします。 

詳しくは「ソフトウェア編」をご覧ください。 

• くその6> システム情報のノ V ックアップ 

「オフライン保守ユーティリティ」を使ってマザーボード上の装置固有情報をバックアッ 
プします。マザーボードが故障した場合、ボード交換後、この情報をリストアすること 
によって交換以前と同じ状態にすることができます。詳しくは82ページをご覧ください。 


各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、 および 
ESMPRO / ServerManager 、 または別売の同ソフトウェアが必要となります。この後で説明す 
るセットアップ手順、またはソフトウェアの説明書（別売の場合）に従って各ソフトウェアの 
インストール、および必要な設定を行ってください。 

各運用管理機能を利用する際には、以下の点にご注意ください。 

• サーノ（管理機能を利用するにあたって 

- 本対応のコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン/電源）の使用状況の監視 
やオペレーティングシステムのス I ル監視など、監視項目によっては ESMPRO / 
ServerManager , および巳31\/^1^〇/361^/6|7\96111:でしきい値などの設定が必要にな 
ります。詳細は、各ソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照して 
ください。 

• ストレージ管理機能を利用するにあたって 

- RAID システムを使用する場合 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、オプション 
の RAID コント□—ラ ( N 8103-1 16/117/1 18) を使用する場合 、 Universal RAID 
Utility をインス I -ールします。 

- バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープバックアップ装置を使用する場合は、クリーニングテープを使って定期的に 
へッ ドを清掃するよラ心がけてください。 へッ ドの汚れはデータの読み書きエラー 
の原因となり、データを正しくバックアップ/リストアできなくなります。 

• 電源管理機能を利用するにあたって 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、制御用ソフトウェアが必要です。制御用 
ソフトウェアには、 ESMPRO / UPSManager や ESMPRO / AutomaticRumingCon - 
trailer のご使用を推奨します。 


- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起 
動などを行ラには BIOS の設定が必要となる場合があります。「システム BIOS の 
セットアップ （ SETUP )」（191 ページ）を参照して、 「 Server 」 メニューにある 
「 AC - LINK 」 の設定をご使用になる環境に合った設定に変更してください。 
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ぉ客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に 「 NEC ビジネス PC / PC サーバお客様登録サービス」への 
登録をお勧めしております。 

次の Web サイトからご購入品の登録をしていただくと、お問い合わせサービスなどを無料で 
受けることができます。 

http://club.express.nec.co.jp/ 


にてご登録ください。 


NEC E ジネス PG/PC サーバお客萑登録- Microsoft Internet Explorer Llolllx] 


















18 セツトアップを始める前に 


セットアップを始める前に 

セットアップの順序と参照するページを説明します。セットアップはハードウエアから始めま 
す。セットアップの際にフロッピーディスクドライブが必要とされる場合には、外付け USB 
フ□ッピーディスクドライブを別途準備する必要があります。 


BTO (工場組み込み出荷)にて Windows のインス!ルを指定した場合は、本 
装置に Windows のプ□ダクトキーが記載されたラベルが貼り付けられていま 
す0 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

〇〇〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇 


プ□ダクトキーは OS のセットアップや再インストール時に必要な情報です。 
剥がしたり汚したりしないよう取り扱いにご注意下さい。もし剥がれて紛失し 
たり汚れて見えなくなった場合でも、ラベルの再発行はできませんので、あら 
かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品と一緒にメモを保管されることを 
お勧めします。 


EXPRESSBUILDER が サボートしているサービス パック 


本体に添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD では、以下の〇 S インストールメディア、および 
サービスパックの組み合わせをサポートしています。 

• Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition 

- OS インストールメディア （Service Pack 2内包版） 

- 〇 S インストールメディア （Service Pack 無し）十 Service Pack 2 

- 〇 S インストールメディア （Service Pack 無し） 

• Windows Server 2003 R 2 

- OS インストールメディア （Service Pack 2内包版） 

- 〇 S インストールメディア （Service Pack 無し）十 Service Pack 2 

- 0 S インストールメディア （Service Pack 無し） 

• Windows Server 2003 

- 〇 S インストールメディア （Service Pack 1内包版） 

- 〇 S インストールメディア （Service Pack 1内包版）十 Service Pack 2 









導入編飞 9 


EXPRESSBUILDER がサボートしているオプションボード 


添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD でサポートしているオプションボードは、以下になりま 
す。もし、下記以外のオプションボードを接続するときは、オプションボード添付のマニュア 
ルと「応用セットアップ」 （83 ページ）を参照してセットアップしてください。 


• EXPRESSBUILDER にて 0 S のインス I -ールをサボートしているポード 

- N8103-1 16 RAID コント □— ラ （ 128MB，RAID 0/1) 

-N81 〇 3-1 17 RAID コント □— ラ （ 128MB，RAID 0/ 1/5/6) 

-N81 〇 3-1 18 RAID コント □— ラ (256MB，RAID 0/ 1/5/6) 

- オンボードの RAID コント □— ラ (LSI Embedded MegaRAID™) 

• その他のオプション 

-N8 103-75 SCSI コント□—ラ 
-N8 103-95 SCSI コント□—ラ 
-N8 103- 104 SAS コント□—ラ 
-N8 103- 107 SCSI コント□—ラ 



上記オプションカードに関しては、 EXPRESSBUILDER 内にドライバが 
収録されています。 




上記 RAID コントローラ以外を使用した場合は、シームレスインストー 
ルに失敗します。各種ボードに添付の説明書をご参照願います。 






20 セツトアップを始める前に 



次の順序でハードウエアをセツトアップします。 


1. 別途購入したオプションを取り付ける（—138ページ)。 

Windows Server 2003をお使いの環境で DIMM を増設した場合は、〇 S の起動後 
に「ぺージングファイルサイズ」を設定し直してください。詳しくは46ぺージ 
(Windows Server 2003の場合）を参照してください。 

2. 本体に最も適した場所に設置する （—122 ページ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボード、外付け USB フロッピーディスクドライ 
ブなどの周辺装置を本体に接続する （—124 ベージ)。 

4. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続する （—1 27ページ)。 

5. ハードウェアの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する （—191 

ページ)〇 




BIOS のノ V ° ラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。 



引き続き、オペレーティングシステムのセットアップへ進んでください。 
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オペレーテイングシステムのセットアップ 


ハードウエアのセットアップを完了後、以下のフローに従ってオペレーティングシステムの 
セットアップを進めてください。 

Windows Server 2003 x 64 Editions / Windows Server 2003 以外の Windows のインス 
卜ール方法については、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせくださ 
い。 


インストールする os は？ 



BTO (工場組み込み出荷)を指定して Linux サービスセットを 
購入されたお客様は、 Linux サービスセットに添付される 
「初期設定および関連情報について」を参照してください。 

「EXPRESSBUILDERJ DVD に格納されているオンラインドキユメントの Linux 用 
「インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

Windows Server 2008をインス Iルする場合は、 NEC8 番街 （http://nec8.com ) 
から 「Express 5800 Windows Server 2008サポートキット」を参照してください。 
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Windows Server 2008のセットアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2008やシステムのセット 
アップをします。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「 BT 〇（工場組み込み出荷)」で「カスタムインストール」を指定して購入された本体のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、〇 S 、 管理用 
ソフトウェアなどがすべてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 
I チェック] で初めて電源を〇 N にするときのセットアップの方法について説明していま 
す。再セットアップをする場合は、 NEC8 番街 （http://nec8.com ) から 
「Express58 〇〇 Windows Server 2008サボートキット」を参照してください0 
ダウン□—ドべージから 「Windows Server 2008対応差分モジュール」をダ 
ウン□ードし、「インストール補足説明書」を参照の上、インストールを行っ 
てください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本体のハードウェア構成（ハードディスクドライブのパーティションサイズも含む）やハード 
ディスクドライブにインストールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー （ BT 〇(工場組み込み出荷)）によって異なります。 

下図は、ハードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 


r 


空きエリア 

Windows Server 2008 


ハードディスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [ Windows セットアップウィザード]画面が表示されます。 

以降、画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよく確認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諸契約)画面では、使用許諸契約の内容を確認して 
ください。 

システムが起動します。 

(1)[ Windows のセツトアップ]画面が表示されたら、[次へ]をクリックする。 



(2) Windows Server 2008セットアップ完了後、ログオンする前に以下の画面が 
表示されパスワードの変更が要求されたら、 [ OK ] をクリックする。 


CXJ ューザーは最初にログオンす5萌にノ u ワード®変更しな tm ばなりません. 

I ok | 厂 キャンゼル] 

Windows Server 2008 


(3) パスワードを変更し [©] をクリックする。 
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Windows Server 2008ではパスワードが下記の条件を満たさない場合、設定す 
ることができません。 

• 大文字 • 小文字 • 数字が混在すること 
また、パスワードは6文字以上を推奨します。 


(4) 以下のメッセージが表示されたら、[〇 K ] をクリックする。 



ノ以ワードはかされました- 


| OK | 

[~7J 1 1 1 

，各 : Windows Server 2008 

Standard 


(5) □グイン後「初期構成タスク」画面が表示され、ユーザー情報を設定する。 



2. 「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ （25 ページ)」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス!-ールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインストールする。 

4. 「障害処理のためのセットアップ （29 ページ)」を参照して障害処理のためのセッ 
トアップをする。 

5. 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

— Universal RAID Utility * 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パッケージ ( x 86) (CPU アーキ 
テクチャに関わらず、 （ x 86) を使用します） 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設定してください。 
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6. 82ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 

再セットアップや「システムのアップデート」を再度実施する際は NEC 8 番街 （ http :// 
nec 8 .com ) から 「 Express 5800 Windows Server 2008サポートキット」を参照してください。 
夕'ウン□—ドページから 「 Windows 2008対応差分モジュール」を夕'ウン□—ドし、「インス 
トール補足説明書」を参照の上、インストールを行ってください。 


デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップについては、オプションに添付 
の説明書を参照してください。 



• 「システムのアップデート」を再度実施する際は 、 「Windows Server 
2008対応差分モジユール」が必要です。 NEC 8 番街 （ http :// nec 8 .com ) 
から「 Express 5800 Windows Server 2008サボートキット」を参照して 
ください。 

• 「カスタムインストールモデル」購入時は、「システムのアップデート」 

は実施済みです。 


LAN ドライバと PROSet のインス I ル 

LAN ドライバと PR 〇 Set は出荷時にインストールされています。 


ドライバおよび PROSet に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソー 
民エックI ルから管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施してください。〇 S 
のリモートデスクトップ機能、またはその他の遠隔操作ツールを使用しての作 
業はサポートしておりません。 


• N 8 104- 125を追加接続する場合の対応 

N 8104-125 を追加接続する場合には、以下の手順にて LAN ドライバと PROSet をアンインス 
卜ール後、 N 8104 -125 を接続した状態で 「Windows Server 2008対応差分モジュール」に 
てシステムのアップデートを実施し、 LAN ドライバと PROSet を適用してください。 


く LAN ドライバと PROSet のアンインス I ル手順〉 

1. 現在のネットワークアダプタやオプションネットワークボードの設定情報を控え 
る 0 


2 . 



標準装備のネットワークアダプタやオプションネットワークボードでチー厶（ 
ネットワークアダプタのチー厶）を構成している場合はチー厶を削除してくだ 
さい。削除の前には IP アドレスなどの設定情報を控えておき、再インストール 
後に改めて設定してください。 

チー厶の削除手順は「アダプタフォルトトレランス （ AFT )/ アダプティブロード 
バランシング ( ALB ) のセットアップ」に記述しています。 


コント□ールパネルより[プ□グラムのアンインス I -ール]をクリックする。 
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3. [ Intel ( R ) Network Connections 12.4.38.0] をダブルクリックする 0 

[インテル ( R ) ネットワークコネクション(オプションの削除)]が表示されます。 

4. [オプションの削除]で削除項目が選択されているのでそのまま[削除]をクリックす 
る 0 

[インテル ( R ) ネットワークコネクション-ソフトウェアの削除]が表示されます。 

5. [はい]を選択する。 

自動でアンインストールが開始されます。 

6. [ InstaNShield ウィザードを完了しました。]と表示されるので[完了]をクリック 
する。 

7. システムを再起動する。 

以上で完了です。 


オプシヨンネットワークポード 

オプションネットワークボードは N 8104 -112/1 19/120/121/125となります。 N 8104 -125 
を使用する場合は前項の 「 N 8104-125 を追加接続する場合の対応」の手順に従って設定を行っ 
てください。 N 8104-125 以外のオプションネットワークボードを接続する場合、〇 S のプラグ 
アンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。 



オプシヨンのネットワークボードも転送速度と Duplex モードの設定が必要で 
す。「ネットワークドライバのセットアップ」 （28 ページ）の項を参考に転送速 
度と Duplex モードの設定を行ってください。 


アダプタフォルトトレランス (AFT)/ アダプティブ□—ドバランシング (ALB) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されているア 
夕'プタに障害が発生した場合自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させるものです。 
また、アタ'プ ティブロード バランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでチームを作り、サーバが 
ら送受信バケットをチームすベてのアダプタから行うことにより、スループットを向上させる 
ものです。この ALB 機能は AFT 機能を含んでいます。 

本機能のサポート対象は、標準装備のネットワープアダプタとオプションネットワークボード 
です。 


詞-〇 「 Windows 2008対応差分モジユール」にてシステムのアツプデートを実施 
した場合は、再起動を行った後に AFT / ALB のセットアツプを行つてください。 


くチームのセットアップ手順〉 

1. コント□ールパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開 
く]をクリックし、[デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をダブルクリックする。 

3. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
[新規チーム]をクリックする。 
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4. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

5. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 




6. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アダブティブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

8. [デバイスマネージャ ] より、上記の手順で設定したチームのアダプタをダブルク 
リックしてプ□パティを開き、[設定]のタグを選択し、[チームの編集]をクリック 
する。 

9. チーム内のアダプタに対しプライマリ/セカンダリ設定を行う場合、以下の操作を 
行ぅ。 

— プライマリ設定 

プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックす 
る。 

- セカンダリ設定 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックす 
る。 

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、[〇 K] をクリックして画面を閉じてくださ 
い。 

ブライマリ/セカンダリ設定は以下の手順で確認できます。 

1) チー厶のアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。 

2) [チー厶内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 



1つのチームに含められるアダプタは2つまでです。アダプタを3つ以上含めた 
チーム構成での運用は未サボートです。 


10. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表 
示されたら、[テストの実行]をクリックして実行する。 

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

11. システムを再起動する。 

以上で完了です。 

<チームの削除手順> 

1. コント□—ルパネルより[システムとメンテナンス頂己下の[デバイスマネージャを開 
く]をクリックし、[デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 
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6. システムを再起動する。 


以上で完了です。 



• アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のチームとして指定するネット 
ワークアダプタは、同ースイッチングハブ （ L 2) に接続されることを 
推奨します。異なるスイッチングハブ （ L 2) でも使用できますが、異 
なるスイッチング八ブ ( L 2) に接続する場合は、すべて同一 LAN (同 
ーネットワーク）上に存在する必要があるため、カスケード接続にして 
ください。 

• アダプティブロードバランシング （ ALB ) を使用する場合は、スイッチ 
ング八ブ ( L 2) にのみ接続できます。 

• マザーポードまたはオプションのネットワークカードを交換する場合 
は、必ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 


ネットワークドライバのセットアップ 
<転送速度の設定> 

転送速度については下記の手順に従って、ネットワークアダプタへ転送速度と Duplex モード 
の設定をしてください。また、 IP アドレスを設定する際、[インターネットプロトコル ( TCP / 
IP )] のチェックボックスが外れている場合、チェックを付けてから IP アドレスの設定をしてく 
ださい。 

1. コント□ールパネルより[システムとメンテナンス頂己下の[デバイスマネージャを開 
く]をクリックし、[デバイスマネージャ]を起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO /1 000 PL Network Connection ] をダブ 
ルクリックする。 

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]を八ブの設定値と同じ値 
に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 
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WOL のセットアップ 

WOL(Wake On Lan) の設定を行います。 

以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 〜]のアダプタをダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し 、 [Wake On LAN ] 内に下記の項目にチェックを入れる。 

— Wake On Directed Packet 

— Wake On Magic Packet 

— 電源オフ状態からの Wake On Magic Packet 



Wake On Directed Packet , Wake On Magic Packet はデフオルトでチェックが 
入っています。 


W "0 [Wake On LAN ] 内の設定を行えないアダプタは WOL をサポートしておりま 
せん0 

4. ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 

5. すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行う。 


グラフ イツ クスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、出荷時にインスI-ールされています。 


SCSI コント□—ラ( N 81 03-75/95/107) を使用する場合 

SCSI コント□—ラ （N 8103 -75/95/107) を使用する場合、または追加接続する場合、〇 S のプ 
ラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要あ 
りません。 


障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセツトアップをしてください。 
詳細な手順については69ページをご覧ください。 


Hype「-V のサポートについて 

Hype「-V のサポートに関する詳細情報は下記を参照してください。 


http :// support . express . nec . co . jp / w 2008/ hyper - v.html 
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再セツトアツ 


Windows Server 2008の再セットアップをする場合は、 NEC 8 番街 （ http :// nec 8 .com )か6 
「 Express 5800 Windows Server 2008サポートキット」を参照してください。 

夕'ウンロードページから 「Windows Server 2008対応差分モジュール」を夕'ウン□—ドし、 
「インストール補足説明書」を参照の上、インストールを行ってください。 
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Windows Server 2003 x64 Editions 

のセットアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから、 Windows Server 2003 x64 Editions やシステ 
ムのセットアップをします。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「BT 〇(工場組み込み出荷)」で「カスタムインス!-ール」を指定して購入された本体のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、〇 S、 本装置 
が提供するソフトウェアがすべてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 

Ifl^l で初めて電源を〇 N にするときのセットアップの方法について説明していま 
す。 

再セットアップをする場合は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンライ 
ンドキュメント 「Windows Server 2003 R2 x64 Edition インストレーシヨン 
サプリメントガイド」の「マニュアルセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本体のハードウェア構成（ハードディスクドライブのパーティシヨンサイズも含む）やハード 
ディスクドライブにインストールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー （BT0 (工場組み込み出荷)）によって異なります。 

下図は、ハードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 



空きエリア 


Windows Server 2003 x64 Editions 


ハードディスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 


Windows Server 2003 x 64 Editions の場合 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [Windows セットアップウィザードの開始]画面が表示されます。 
以降、画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよく確認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諸契約)画面では、使用許諸契約の内容を確認して 
ください。 

-[ソフトウェアの個人用設定]画面では、名前や会社名または組織名を入力します。 
-[ライセン スモー ド]画面では、使用するライセン スモー ドを選択します。 

—[コンピュータ名と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータ名と 
Administrator のパスワードを入力してください。 

-[日付と時刻の設定]画面では、日付と時刻を正しく設定してください。 

-[ネットワークの設定]画面では、ネットワークの設定を選択します。 

-[ワークグループまたはドメイン名]画面では、ドメインに参加させるか選択し 
ます。 

システムが再起動します。 

2. 33ページの「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス I ルしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I ルする。 

4. 39ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

5. 出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 1 
— Universal RAID Utility * 1 

— PowerChute Business Edition (本ソフトウェアを購入された場合のみ）* 1 
— Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ ( x 64) 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パッケージ （ x 86)* 2 


*2 


お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または確認をしなければならないソフトウェアを示しています。 
「ソフトウヱア編」の「本体用バンドルソフトウヱア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。 
CPU アーキテクチャに関わらず、 （ X 86) を使用します。 
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6. 82ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする際は「マニュアルセットアップ」を使用してください。 

「マニュアルセットアップ」は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメン 
卜 「Windows Server 2003 R2 x64 Edition インストレーションサプリメントガイド」を参照 
してください。 

デバイスドライバ(本体標準装備)のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップについてはオプションに添付 
の説明書を参照してください。 

• PROSet 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティで 
す。 PR 〇 Set を使用することにより、以下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の確認 

- ループバックテスト、バケット送信テストなどの診断 
—チ —ムの設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、システムに耐障害性に優 
れた環境を提供し、装置とスイッチ間のスループットを向上させることができます。こ 
のような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 PROSet をインストールす 
る場合は、以下の手順に従ってください。 

1. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセットする。 

才一トランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてください。 

2. エクスプローラを 起動す る。 

3. r ¥005¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd ¥ dl 5¥ proset ¥ winx 64 J ディレクトリ内の 
「 dxsetup . exe 」 アイコンをダブルクリックする。 

[Intel(R) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

4. [次へ]をクリックする。 

5. 使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選択し 
て[次へ]をクリックする。 

6. デフォルトのまま[次へ]をクリックする。 

7. [インス I ル]をクリックする。 

8. [ InstaNShield ウィザードを完了しました]というメッセージが表示されたら、[完 
了]をクリックする。 

9. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取り出し、システムを再 
起動する。 

以上で完了です。 

ドライバおよび PROSet に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソー 
ルがら管理者権限 （ Administrator 等）で□グインして実施してください。 0 S 
のリモートデスクトップ機能、またはその他の遠隔操作ツールを使用しての作 
業はサポートしておりません。 
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• アダプタフオルトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) のセット 
アップ 


アダプタフォルトトレランス (AFT) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されてい 
るアダプタに障害が発生した場合、自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させ 
るものです。また、アタ'プテイブロードバランシング (ALB) とは複数のアダプタでチー 
ムを作り、サーバから送受信バケツトをチームすベてのアダプタから行うことにより、ス 
ループツトを向上させるものです。この ALB 機能は AFT 機能を含んでいます。 

本機能のサポート対象は、標準装備のネツトワープアダプタとオプションネツトワーク 
ボー ドです。 

<チームのセツトアップ> 


wO AFT / ALB のセットアップは、ドライバインストール後、必ず再起動した後に 
行う必要があります。 


1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をダブルクリックする。 

3. チーム化のタグを選択し、「その他のアダプタとチーム化する ( T )」 にチェックを入 
れ、[新規チーム]をクリックする。 

4. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

5. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

6. チームモードの選択で、「アダプタフオルトトレランス」、「アダブテイブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

8. デノ（イスマネージャより、上記で設定したチーム名のデノ（イスのプ□パティを開 
く。「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

9. チーム内のアダプタに対しプライマリ/セカンダリ設定を行う場合、以下の操作を 
行ぅ。 

—プライマリ設定 

プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックす 
る。 

-セカンダリ設定 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックす 
る。 

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、[〇 K] をクリックして画面を閉じてくださ 
い。 



プライマリ/セカンダリ設定は以下の手順で確認できます。 

1) チー厶のアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。 

2) [チー厶内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 
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10. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表 
示されたら、[テストの実行]をクリックして実行する。 

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

11. システムを再起動する。 

以上で完了です。 

<チームの削除手順> 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動する。 

以上で完了です。 



• アダプタフオルトトレランス ( AFT ) のチームとして指定するアダプタ 
は、同一八ブ、異なる八ブのどちらの接続でも使用できますが、異なる 
八ブに接続する場合は、すべて同一 LAN (同ーネットワーク）上に存在 
する必要があるため、カスケード接続にしてください。 

• アダプティブロードバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチン 
グ八ブにのみ接続できます。 

• マザーポードまたはオプションのネットワークカードを交換する場合 
は、必ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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• ネットワークドライバのセットアップ 

標準装備の2つのネットワークドライバは、 BT 〇出荷時、または EXPRESSBUILDER から 
「システムのアップデート」を実行するとインストールされます。 

インストール後は、次の手順に従って、ドライバへ転送速度と Duplex モードの設定をし 
てください。また、 IP アドレスを設定する際、[インターネットプ□トコル (TCP/IP)] の 
チェックボックスが外れている場合、チェックを付けてから IP アドレスの設定してくだ 
さい。 

[ PROSet がインス I ルされていない場合] 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO /1 000 PL Network Connection ] をダブノレ 
クリックする。 

ネットワークアダプタのプロパティのダイアログボックスが表示されます。 

3. [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]をハブの設定値と 
同じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 

[ PROSet がインス I ルされている場合] 

1 • デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO /1 000 PL Network Connection ] をダブノレ 
クリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイアログボックスが表示されます。 

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]を八ブの設定値と同じ値 
に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追力 □/ 削除をしてください。[ネットワーク 
接続]から□一カルエリア接続のプロパティダイアログボックスを表示させて行います。 



• 残り1つのネットワークポートは「管理用ポート」です。このポートに 
関するセットアップについては、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内にある 
オンラインドキュメント 「 EXPRESSSC 〇 PE エンジン2ユーザーズガイ 
ド」を参照してください。 

• サービスの追加にて、 [ネッ トワーク モニタ] を追加することをお勧めし 
ます。 [ネッ トワーク モニタ] は、 [ネッ トワーク モニタ] をインストール 
したコンピュータが送受信するフレーム（またはパケット）を監視する 
ことができます。ネットワーク障害の解析などに有効なツールです。イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参 
照してください。 
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• オプションのネットワークのドライバ 

オプションのネットワークのドライバオプションのネットワークボード (N 8104 -11 1/ 
112/1 19/120/121/125/126) を使用する場合について説明します。 

「N81 04- 111 /112/119/120/121 /125/126」を使用する場合は、 「EXPRESSBUILDER」 
DVD に格納されているドライバをインストールしてください。 

「N8104.112/1 19/1 20/1 21/1 25/1 26J のボード名ドライバ 
r¥005¥win¥winnt¥w2k3amd¥dl5¥prol 000 ¥winx64」 

「N 8104 -1 11」の場合 

r¥005¥win¥winnt¥w2k3amd¥dl5¥prol 00 ¥winx64」 



オプションのネットワークボードも転送速度と Duplex モードの設定が必要で 
す。「ネットワークドライバのセットアップ」 （36 ぺージ）の項を参考に転送速 
度と Duplex モードの設定を行ってください。 


くオプションポード用ネットワークドライバのインスI-ール> 

オプションのネットワークボード （N 8104 -1 11/112/1 19/120/121/125/126) を使用 
する場合は、下記のインストール方法に従ってドライバのインストールをしてください。 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]— [Intel(R) PR0/100 〜]または [Intel(R) PRO/ 
1000〜]をダブルクリックする。 

[Intel(R) PRO ハ〇〇〜]または [)ntel(R) PRO/ 100〇〜]ダイアログボックスが表示 
されます。 



[? その他のデバイス] -[? イーサネットコントローラ]がある場合は [? イーサ 
ネットコントローラ]をダブルクリックして くださし、。 


3. [ ドライバ]タブを選択し、 [ ドライバの更新]をクリックする。 

[ハードウェアの更新ウィザード]が表示されます。 

4. [いいえ、今回は接続しません]を選択して、[次へ]をクリックする。 

5. [一覧または特定の場所からインストールする（詳細） ] を選択し、[次へ]をクリッ 
クする。 

6. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェック 
を入れ、 

「N 8104-111」の場合、 

[¥005¥win¥winnt¥w2k3amd¥dl5¥prol 00¥winx64] 

「N 8104 -1 12/119/120/121/125/126」の場合、 

[¥005¥win¥winnt¥w2k3amd¥dl5¥prolOOO¥winx64] と入力し、吹へ]をクリックする。 

ドライバの検索が開始され、検索後にインストールが始まります。しばらくすると 
[ハードウェアの更新ウィザードの完了]画面が表示されます。 

7. [完了]をクリックする。 

以上で完了です。 
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• WOL のセットアップ 

WOL (Wake On Lan) の設定を行います。以下の手順を参照し、ネットワークアダプタ 
の設定を行ってください。 

[ PROSet がインス I ルされている場合] 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 〜]のアダプタをダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプロパティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し 、 [Wake On Lan ] 内の下記の項目にチェックを入れ 
る 0 

— Wake on Directed Packet 

— Wake On Magic Packet 

— 電源オフ状態からの Wake On Magic Packet 



Wake On Directed Packet , Wake On Magic Packet はデフオルトでチェックが 
入っています。 


_"〇 [Wake On LAN ] 内の設定を行えないアダプタは WOL をサポートしておりま 
nra せん。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 

5. すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行う。 


[ PROSet がインストールされていない場合] 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し 、 [Intel ( R ) 〜]のアダプタをダブルクリックする。 
ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、下記の項目にチェックを入れる。 

-電力の節電のため、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるよう 
にする 

- このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする 

_"〇 [-このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする] 

にチェックを入れる事が出来ないアダプタは WOL をサボートしておりませ 
ん〇 

4. [詳細設定]タブを選択する。 

5. [ PME をオンにする]の[値]を“オン”にする。 

6. ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 

7. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。 
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• グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、 EXPRESSBUILDER から「シス 
テムのアップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデルの場合は、自動的にインストールされています。 

ドライバを個別に再インストールしたいときは、次の手順に従ってください。 

1 . 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセットする。 

オートランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてください。 

2. スタートメニューから[プ□グラム]—[アクセサリ]の順でポイントし、[エク 
スプローラ]をクリックする。 

3. r ¥005¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd¥videoj ディレクトリ内の [ setup . exe ] アイ 
コンをダブルクリックする。 

メッセージにしたがってインストール作業を進めてください。途中、「デジタル署名 
が見つかりません。」というメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックし、 
インストールを続けてください。 

4. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取り出し、システムを再 
起動する。 

• SCSI コント□—ラ( N 81 03-95) を追加接続する場合 

システムに SCSI コント□—ラ (N8103-95) を追!]□接続する場合、 0S のプラグアンドブレ 
イ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 

• SCSI コントローラ( N 81 03-75) を追加接続する場合 

システムに SCSI コント□—ラ (N 8103 -75) を追加接続する場合、〇 S のプラグアンドブレ 
イ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後ドライバのアップ 
デートが必要です。 

SCSI コント□—ラ （N 8103 -75) を接続後、 EXPRESSBUILDER から「システムのアップ 
デート」を実行してドライバをインストールしてください。 

• SAS コント□—ラ( N 81 03- 1 04) を追加接続する場合 

システムに SAS コント□—ラ (N 8103-104)を追加接続する場合、 OS のプラグアンドブレ 
イ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。 SAS コントローラ 
(N 8103 -104) を接続後、 EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行し 
てドライバをインストールしてください。 

• SCSI コントローラ( N 81 03-107) を追加接続する場合 

システムに SCSI コントローラ (N 8103 -107) を追力□接続する場合、〇 S のプラグアンドプ 
レイ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。 SCSI コントローラ 
(N 8103 -107) を接続後、 EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行し 
てドライバをインストールしてください。 


障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセットアップをしてください。 
詳細な手順については69ページをご覧ください。 
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再セツトアツ 


Windows Server 2003 x64 Editions の再セットアップをする場合は、 EXPRESSBUILDER に 
格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2003 R2 x64 Edition インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」の「マニュアルセットアップ」を参照してください。 
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Windows Server 2003 のセットアップ 

ハードウェアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インストールの際にも参照してください。 


Windows Server 2003, Standard Edition をご利用の場合、インストール 
Bta に使用する OS インストールメディアについては、必ず 『Service Pack 1 
が内包されたメディア』をご使用ください。 

「カスタムインス I ルモデル」の場合は、既に Servcie Pack 1がインス 
I ^ールされているため、再度 Service Pack 1を適用する必要はありません 0 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「 BT 0 (工場組み込み出荷)」で「カスタムインストール」を指定して購入された本体のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、〇 S 、 本装置 
が提供するソフトウェアがすべてインストールされています。 


^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 
If エック| で初めて電源を〇 N にするときのセットアップの方法について説明していま 
す。再セットアップをする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場 
合は、「シームレスセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本体のハードウェア構成（ハードディスクドライブのパーティシヨンサイズも含む）やハード 
ディスクドライブにインストールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー （ BT 0 (工場組み込み出荷)）によって異なります。 

下図は、ハードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 



ハードディスクドライプ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 


Windows Server 2003の場合 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [Windows Server 2003 セットアップ]画面が表示されます。 
以降、画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよく確認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諸契約)画面では、使用許諸契約の内容を確認してく 
ださい。 

-[ソフトウェアの個人用設定]画面では、名前や会社名または組織名を入力しま 
す。 

-[ライセンスモード]画面では、使用するライセンスモードを選択します。 

—[コンピュータ名と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータ名と 
Administrator のパスワードを入力してください。 

-[日付と時刻の設定]画面では、日付と時刻を正しく設定してください。 

-[ネットワークの設定]画面では、ネットワークの設定を選択します。 

-[ワークグループまたはドメイン名]画面では、ドメインに参加させるか選択し 
よす。 

システムが再起動します。 

2. 60ページの手順24以降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス I ルしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. 69ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 
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5. 出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

— エクスプレス通報サービス* 

— Universal RAID Utility * 

— PowerChute Business Edition (本ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 

- Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ ( x 86) 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パッケージ ( x 86) 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設定して 、 fL cf い。 

W "0 カスタムインス!-ールで出荷された場合、インス!-ールされているサービス 
Bta パックのバージョンと、装置に添付されているサービスノ（ックのバージョンが 
異なる場合があります。本体にインストールされているサービスパック以降の 
バージョンが添付されている場合は、本体に添付の 「WindowsServer 2003 
RURx 対応 (Service Pack x ) インストール手順書」を参照してサービス 
パックのインストールを行ってください。 

サービスパック情報に関しては、下記サイトより詳細情報を確認してくださ 
い0 

[8 番街] http :// nec 8. com / 


6. 82ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 
再セットアップをする際は「シームレスセットアップ」を使用してください。 
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EXPRESSBUILDER の「シームレスセツトアップ」機能を使ってセツトアップをします。 


本機能は、本体に接続された RAID コント□ーラを自動認識して RAID システムを構築します 
ので、あらかじめ、「ハードウェアのセツトアップ」 （20 ページ）の設定を完了させておいて 
ください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step | ぽ - 

メニューを逞択して、「次へ」ボタンを押してください。 

•RAID 構築や OS をインストうレする埸合は、「シームレスセットアップを実行する」を逞折してください0 
•作葉を終了する埸合は、 「EXPRESSBUILDER を終了する」を逞択してください。 


<*■ シームレスセットアップを実行する 


"Windows 用 OEM-Disk を作成する 
"L— 用ドライパディスクを作成する 

' Linux Recovery バーテイシ3ンを作成する (Linux サ—ビスセット用） 
' RAID のコンフィヴレーンョン牾報を 1Z づ C3 - ドする 
- EXPRESSBUILDER! こドライノ传ロー ドする 


厂 EXPRESSBUILDER を終了する 


) 次へ 

Version 5.XX-XXX.XX 


wrO シームレス セットアップでは、設定によってはハードディスクの内容を削除し 
Bto ます。入力するパラメータにご注意ください。特に、以下の設定時には注意が 
必要です。 

• Step 4 「R A 旧の設定」 

• Step 5 「メディアとパーティションの設定」 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨します。 


^ シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
f エック| アップについては、83ページの「応用セツトアップ」で説明しています。 



• シー厶レスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイル 
を使用したり、セットアップ中に設定したパラメータをパラメータファ 
イルとしてフロッピーディスク（（別途 1.44MB フォーマット済み空きフ 
ロッピーディスクをお客様でご用意ください）に保存することができま 
す。 

• パラメータフ アイルは EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 
使って事前に作成しておくことができます。 

ExpressPicnic を使ったパラメ ータファイルの作成方法については、 253 
ぺージを参照してください。 
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セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明する注意事項について碓認しておいてくだ 
さい。 


Windows ファミリについて 

Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール可能なエ 
ディションは次のとおりです。 

サービスパックについては 「 EXPRESSBUILDER がサポートしているサービスパック」 （18 
ページ）を参照してください。 


— Windows Server ® 2003 R 2 Standard Edition 日本語版 


— Windows Server ® 2003 Standard Edition 日本語版 


以降 「Windows Server 2003」と呼びます。 


その他の〇 S をインス I -ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い 
合わせください。 

W\J Windows Server 2003 x 64 Editions では、シームレスセットアップを使 
■to 用できません。再セットアップする場合は、 「Windows Server 2003 R 2, 
Standard x 64 Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、 
「マニュアルセツトアップ」を使用してください。 


BIOS の設定について 


Windows Server 2003をインス I ルする前にハードウエアの BIOS 設定などを確認してく 
ださい。191ページを参照して設定してください。 
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注意すべき八ードウエア構成について 

Windows Server 2003をシームレスセットアップでインストールするとき、次のようなハー 
ドウェア構成においては特殊な手順が必要となります。 


• ミラー化されているポリユームへのインス I ルについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス!-ールする場合 
は、インス!-ールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータ 
の管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

インス I -ール時に M 〇装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設定すると、ファ 
イルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換さ 
れなかった場合は、 M 〇装置を外してインストールを最初からやり直してください。 

• DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしない 
でください。 

• 複数台のハードディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について 

Windows システムをインストールしようとするハードディスクドライブのほかに別の 
ハードディスクドライブを接続する場合は、 Windows をインス I -ールした後に接続して 
ください。また、論理ドライブが複数存在するシステムへの再セットアップについては、 
「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 （86 ページ）を参照してくだ 
さい。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス I -一 
ルについて 


夕'イナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティションを残したまま 
での再インストールはできません。この場合、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されて 
いる 「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してセツ 
トアップしてください。 


システムノ《ーテイシヨンのサイズについて 

Windows システムをインス I -ールするために必要なパーテイションのサイズは、次の計 
算式か6求めることができます。 

インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 
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インス I ルに必要なサイズ= 3500 MB (Windows Server 2003 R 2) 

= 3500 MB 

(Windows Server 2003 with ServiceF^ck 1) 

= 3500 MB 

(Windows Server 2003 R 2 with Serv'cePack 2) 


二5300 MB 

(Windows Server 2003 R 2 + ServiceF^ck 2 CD - 
ROM ) 

二 5300 MB 

(WindowsServer 2003 with ServicePack 1 + 
ServicePack 2 CD - ROM ) 


ページングファイルサイズ（推奨）=搭載メモリサイズ x 1.5 
ダンプファイルサイズ =搭載メモリサイズ十 12 MB 


アブ 1 



シヨンサイズ =任意 


• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。 

ブートボリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの 
初期サイズを持つページングファイルが必要です。 

また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不足により正確なデ 
バッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分なペー 
ジングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのノ v ° —ティシヨンに設定できるページングファイルサイズは最大で 
4095 MB です。搭載メモリサイズ X 1.5 倍のサイズが4095 MB を超え 
る場合は、4095 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2 GB 以上の場合のダンプファイルサイズの最大は 
「2048 MB +12 MB 」 です。 

• その他アプリケーションなどをインストールする場合は、別途そのアブ 
リケーシヨンが必要とするディスク容量を追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが51 2 MB の場合、パーティションサイズは、前述の計算方法から 

3500 MB 十 （512 MB X 1.5) 十 512 MB 十 12 MB 十アプリケーションサイズ 
= 4792 MB 十アプリケーションサイズ 

となります。 

システムをインストールするパーティションサイズが「インストールに必要なサイズ十 
ページングファイルサイズ」より小さい場合はパーティションサイズを大きくするか、 
ディスクを増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のよラ 
に複数のディスクに割り当てることで解決できます。 

1. 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルサ 
イズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストー 
ルに必要なサイズ十ページングファイルサイズ」でインス!-ール後、新しいディス 
クを増設してください。 
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サービスパックの適用について 

— Windows Server 2003, Standard Edition をご利用の場合、インストールに使用す 
る〇 S インス I ルメディアについては、必ず 『Service Pack 1が内包されたメ 
ディア』をご使用ください。再度 Service Pack 1を適用する必要はありません。 

— Service Pack 2が内包された〇 S インストールメディアを使用しインストールされ 
た場合は、再度 Service Pack 2 を適用する必要はありません。 

— Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合は 、 Service Pack 1を適用す 
る必要はありません。 

— Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合は、シームレスセットアップ 
中にサービスパックを適用しないでください。サービスパックはシームレスセット 
アップ完了後 Windows Server 2003 R 2 DISC 2のインストールを実施した上で 
「システムのアップデート」にて適用してください。 

- 本装置に添付されているサービスパック以降のサービスパックを使用する場合は、 
下記サイトより詳細情報を確かめた上で使用してください。 

【8番街】 http :// nec 8. com / 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップの流れを図に示します。 


EXPRESSBUILDER 


Step 


•作菜を終了する場合は、 「EXPRESSBUILDER を終了する」を S 択してぼさい。 


广 Windows 用 OEM-D 
r Liwux 用ド W パデ 


I•スクを作鮮る 
ティシ a ンを作財る(I 


r EXPRESSBDILDERI こドミ 


r EXPRESSBUILDER? 終了する 


©次へ 



VeKioa5.XX-XXXJCX 


パラメータの□ー ド （ Step 2) 


次へ 

0 S の選択 ( Step 3) 


次へ 


RAID の設定 ( Step 4) 


次へ 


Windows の詳細設定 ( Step 5~10) 


次へ 


パラメータのセーブ ( Stepl 1) 


次へ 


自動インストールの開始 ( Step 12) 


J ニスキッ 


J ぐ 


CD / DVD - ROM , フロッピーディスクを取り出す 


Windows OS CD - ROM をセツトする 


ソフトウェア使用許諾契約に同意する 




* Windows Server 2003 R2 は除く 0 

_| :入力や選択が必要な作業 

H |：自動的に作業が進む内容 
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セットアップの手順 

シームレス セットアップでは、 ウイザード 形式により各パラメータを設定していきます。この 
とき、各パラメータを 一つの ファイル（パラメータファイル）としてフロッピーディスクへ保 
存することも可能です。 


^ パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保存用として 
1.44 MB フォーマット済みの空きフロッピーディスクが1枚必要となります。 
あらがじめ、お客様でフロッピーディスクをご用意ください。 

再インストールのときは、保存しておいたパラメータファイルを読み込ませる 
ことで、ウイザードによるパラメータ入力を省略することができます。 


事前に「注意すべき八ードウエア構成について」 （46 ページ）を確認してくだ 
さい。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を 0 N にする。 

2. 本装置の光ディスクドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットする。 

3. DVD をセットしたら、リセットする （< Ctrl > + < Alt > 十く Delete 〉 キーを押す） 

か、電源を 0 FF /0 N して本装置を再起動する。 

光ディスクドライブから EXPRESSBUILDER が起動します。 

以下のメッセージが表示されたら、 「0 s installation *** default ***」を選択してく 
ださい（何もキー入力がない場合でも、自動的に手順4の画面へ進みます）。 



4. [シームレスセツトアップを実行する]を選択し、[次へ]をクリックする。 


NEC 


Step + 


EXPRESSBUILDER 


メニューを逞択して、「)欠へ」ボ5!ンを押じ c ください。 

• raid 構築や os をインストールする塌合は、「シームレスセットアップを実行する」を逗択じ c くだ 
•作案を終了する埸合は、 「EXPRESSBUILDER を終了する」を逞択してください。 


汉シームレスセットアップを実行する 


广 Windows 用 OEM-Disk を作成する 
广 Linux 用ドラィバディスクを作成する 

疒 Linux Recovery^ トティションを作成する (Linux サ w ビス iZ ツト用） 
C RAID のコンフィグレーション情報を tZ —プ/□ー ドする 
^ EXPRESSBUILDER! こドラィノ禮口'-ドする 
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5. パラメータを□—ドす る。 

[パラメータの□—ド]画面が表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step |^-| | 忽^,* |_ 3 択 + pi 

> 《ラメータをロードする塌合は、ノ《ラメータの入った ro をドライプへ乜ットして、 D 《ラメータをロードする」を逞択し、 
> 《ラメータファイルの J {スを入力してください。 

> 行メータをロードしな L 斕合は、「ノ行メータをロードしな IU を逞択してくださ U 
※フロッピーディスクドライプが格続されていなI、埸合は「ノ行メータをロードしない」を逞択してください。 


タバラメータをロードしない 
广ノ《ラメータをロードする： 


戻る❽ ❻次へ 愈スキッ^ r る 



[パラメータフアイルを使用しない場合] 

「パラメータを□ードしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


〆 フロッピーディスクドライブが本体に接続されていない場合、こちらを選択し 
I チェック"! てください。 

[パラメータファイルを使用する場合] 

「パラメータを□ー ドする」を選択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力 
する。この後、各ウィザードにてファイルから□ー ドされたパラメータを確認する 
場合は[次へ]を、確認しないでそのままインス I -ールする場合は[スキップする]をク 
リックする。 


パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでくださ 
艮エック] い。 


[次へ]をクリック — 手順6へ 
[スキップする]をクリック—手順15へ 
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6. インス I ルする 0 S を選択する。 

[ Windows (32 bit エディション)をインストールする]を選択して、[次へ]をクリック 
してください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 





「上記以外の 0S をインストールする」を逞択すると、 RAID 構结のみ実施して終了します。 


^ Windows(32bit エディション皮心スト'-ルする 
f Linux をインスト'-ルする (Limx サービスセット用) 

广上記以外の〇述インストールする 


霣る⑦ ©次へ ©TOP へ 

Version 5.XX-XXX.XX 

7. RAID の設定をする。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step 迄-於 〇_ ||獅の]+1潞+|纖報 … 


RAID コントロ-焚使用じ C いな L 嗎合、および、すでに作成されて t 心論理ドライブを使用する場合は、スキッゴ赶 S 折し、次へ道んでくださ 
い。 

なお、論理ドライプの作成には、同型番の物理デ J Vイスしか使用できません。 


广論5里ド W の作成をスキ^力■る 

-汉；欠の設定て is 理ド作成す 4彌理ドライブ棚存の惕合、ディス納のデー a ぺて消去 sns す） 

RAIDZC 外ローラ 

: MegaRAID SAS PCI Express(TM) ROMB 

接続されて L 、る全物理デ，Vィス婉数 

: 4 

論理ドラィプを作成する物理デノ Vィスの台数 

: 

RAID レペル 

: 

ホットスペアに指定される物理デジVイスの台数 

: ra 

使用しなし、物理デ， W ス 

: 0 

©次へ 

❹ TOP へ 热デフォルトへIIす 



• 論理ドライブの作成には同型番の物理ディスクしか使用できません。 

• 正常に終了しない場合は、 EXPRESSBUILDER 内にドライバが収録され 
ていない可能性が有ります。「セットアップを始める前に」 （18 ぺージ） 

をご参照願います。 
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8. メディアとノ V °_ ティシヨンの設定をする。 

[メディアとパーティシヨンの設定]画面が表示されます。 

設定内容を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


纖盟ぱ從テ溫溫歡 

「既存のノトティシヨンを使用する」を逞択した埸合、ディスクの1番目(先頭)のノトティシヨンへ减インストールします。 


「インストールメディアの指定 
Window* ファミリ._ェディシ g ン 

キーポードレイアウト 
タイムゾーン 


| Windows Server 2003 Standard ヒ dition ▼ || H i 語 ▼ ■ 



| ■デフォルト日本語^ £1 



~3 


「Window システムドライプ織定一 


(? 


既存の)トティシ a ンを使財 r る < mv トテ^'ン a ンのみクリアされます〉 
新規に作成する（ディスクの内容は、すべてクリアされます〉- 


ディスクの全領域を使用する 
タサイズを指定する 


「2097144 (MB) 

( 7,061 MB • 2:097:144MB) *1GB=1 ; 024MB 


翼る◎◎次へ 


©TO 


©デフ， 


m 


• Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、シームレスセット 
アップでサービスノ V ° ックを適用しないでください。 

サービスパックを適用する場合は、シームレスセットアップ完了後、 
Windows Server 2003 R 2 DISC 2を適用してから「システムの 
アップデート」にてサービスパックを適用してください。 

• パーティションサイズについて 

一 OS をインストールするパーティションは、必要最小限以上のサイ 
ズで指定してください。 （46 ページ参照） 

一接続されている八ードディスク以上の容量は指定しないでくださ 
い0 

一 RA 旧構成で2,097，1 44 MB 以上の論理ドライブは作成できませ 
ん〇 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択し 
たとき、ディスクの内容はすべてクリアされますのでご注意ください。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使 
用する」を選択すると、最初のパーティションの情報はフォーマットさ 
れ、すべてなくなります。それ以外のパーティションの情報は保持され 
ます。下図は、情報が削除されるパーティションを示しています。 


第1八°ーテイシヨン 

第2パーティション 

第3パーティション 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インストールすることはできませ 
ん （46 ページ参照)。 「 Windows システムドライブの設定」で「既存 
のパーティションを使用する」を選択しないでください。 
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9. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設定]画面が表示されるので、ユーザ情報を入力して[次へ]をクリックし 
てください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


H トップ —パラメータ — IOS の選択 RAID の メディアと niMIM ‘ 

Step 定 ^ の肢」 + 

ユ'■ザ-情報などの基本設定を入力じ C ください。 

コンピュータ名は、15文宇以下で設定してくだ执、〈他のコンビュー级ドメイン/ワークグルーブ名との重褚は不可>〇 
使用者名/会社名は、50文字以下(全角では25文字)で設定してさい。 



「方イアントライセンス- 

夕同 B 寺使用ユーザ数モード：|5 
广 掊続デパイス数または格続ユ'■ザ数モード 


、次. 


©TC 


❻ デフ, 



• パラメータファイルを使用してセットアップを行った場合や、 Step7 以 
降の画面から Step6 に画面を戻した場合、 「Administrator パスワード」お 
よび 「Administrator パスワードの確認」に値を設定していない場合でも 
「#####•」が表示されます。 

• 日本語入力する場合は、 <Alt>+< 半角/全角>キーを押してください。 


10. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプロトコルの設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


_ EXPRESSBUILDER 

Step 1 1 料， 謎 | | + | 頭^ _♦ | 浮 义* P 


IP アドレスを指定する塌合は、「カスタム設定」を逞択し、「詳細設定」ボタンを押じ C ください。 
ネットワークの設定を行わない場合は、「標準設定」を還折し、「〉欠へ」ボタンを押じ c ください。 

汉標準設定 

r r カスタム黯- 





standard ad 

rter - インタ‘ネットブロト III レ 3 
pter- インターネットブロトコ胸 



巧)次へ 


©TO 


您 I ”ォル！•へ*す 


Version 5. XX - XXX.XX 


riL 


カスタム設定での登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 
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11■参加ドメイン • ワークグループを設定する。 

[参加ドメイン • ワークグループの指定]画面が表示されます。 

設定内容を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


_ EXPRESSBUILDER 

• ▲ ネ V トワ-ク II 参加ドメイン] ■ コンポー _ アプリケー _ パラメータ _ 自動イン 

Step ，の 瞬^ ] _♦ | は*" | 緩*" | の T 1 _♦ I 益ん 

Myi 激贫，歡茂?クグルノ」架‘梁盛 If 「!。欠へ」ボタンを押してくださぃ。 



霣る ◎ (©次へ <^ TOP へ デフォルトへ•す 

Vewion 5. XX - XXX.XX 

12. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの 設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


内 ▲ ネットワーク 参 ,， s 1711コンポー I ITI iTi '■- iTi : ■ 

ste p _ を |__ ■►如 r __ ■►卜 づ + 1 ぬん 



•る® ©次へ 


❹ TOP へ ◎”ォルトへ*す 


Version 5.10-008.01 
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13. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なアプリ 
ケーシヨンを選択して[次へ]をクリックしてください。 


EXPRESSBUILDER 


於 ▲ ネ'ルワ-ク 参加トバノ コンポー Hri アプリケ弋 1 iTi'V.. ■ 

step ，の ^ ^ p ♦卜-ハ ♦! 碱 

インストールするアプリケーションを遥択してくだ执、。 

■ ESMPRO/ServerAgent のインストールには、簡易ネットワーク管理ブロトコル (SNMP) の設定が必要です。 

• エクスプレス通報サービスは、 ESMPRO/ServerAgeiit をインストールする塌合のみ通択できます。 

■EXPRESSBUILDER1 こ含まれていな t 行 1 •ィスクドライ J Vを使用する埸合は、「穴容量記悄装匿用 OEM-Disk の通用」を逞択てください。 

• 「追加アゴリケーンョンのインス!ール」につI〗ては、「ユーザ-ズガイド」を参照してください。 


适加可能なアプリケーション 

追加アプリケーションのインストール 

追加》1 

«削除1 

逞択されたアプリヶーンョン 

ESMPRO/Server Agent 
エクスゴレス通報サービス 

NEC からのお知らせ 

Universal RAID Utility 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 肖頒布可能ノ ぐソ ケー 
Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能ノ、♦ッケージ (x86) 

興る© ©次へ 

❹ TOP へ 

デフォルトへ II す 



• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレス セッ トアップ 
の最後にあらかじめ指定された任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、「 http :// www . nec . co . jp / expicnic / 」の [ FAQ ] ■シリーズ 
を選択-対応するパージョンの[重要]を選択-[追加アプリケーション 
のインストールについて]を参照してください。 

• 「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」」について 

— インス!-ールメディアの設定において、以下のエディションを選 

択した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2003, Standard Edition (日本語） 

— Windows Server 2003 R2, Standard Edition (日本語） 

これ以外のファミリやエディションでは、インストールされませ 

一情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインス!ルしない場 
合、[選択されたアプリケーション]の 「NEC からのお知らせ」を選 
択し[《削除]をクリックし、[追加可能なアプリケーション]に移動 
していることを確認してください。シームレスセットアップ後、 
情報提供ツール 「NEC からのお知らせ」をインス!-ールする場合 
は「システムのアップデート」でインス!ルしてください。 

一情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提供ツール 「NEC からのお知らせ」 （269 ページ)」をご覧く 
ださい。 
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14. パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 



[パラメータフアイ J レを保存しない場合] 

「パラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 

^ フロッピーディスクドライプが本体に接続されていない場合、こちらを選択し 
民ェック1 てください。 

[パラメータフアイルを保存する場合] 

「パラメータをセーブする」を選択し、フォーマット済みフロッピーディスクをセッ 
卜した後、パラメータファイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックする。 


秦〆^ パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでくださ 

IチェックI い。 



ここで作成したパラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます。また、パラメータファイルは 「 ExpressPicnic ®」 からも作成する 
ことができます。 


15. 自動インス I -ールの開始画面で[実行する]をクリックする。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

step ^ 

1アプリケー 了 |パラメータ _自動イン 

」 のセ■づ ||益 ル 

シームレスせットアッブ1こ必要な全ての情報を収集しました。 

「実行する」ポタンを押すと、シームレスセットアップを聞始します。 



霣る0 


©TOP” 


◎実行する 
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16. オプションの大容量記憶装置ドライバのモジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、メッセージが表 
示されますので、大容量記憶装置に添付されている CD - R 〇 M またはフロッピーディ 
スクをセツトし、以降は画面のメッセージに従って操作してください。 



O CDDVD ドライブ、またはフロッピーディスクドライブへ 
「大容量記惜装蚩用 OEM-DA」 をセットしてください。 


qk | キャンセルI 


17. 追加するアプリケーションをインス I -ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されますので、追力□するアプリケーションの CD-ROM 
またはフロッピーディスクをセツトし、以降は画面のメッセージに従って操作して 
ください。 



18. メッセージに従って 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取 
り出す。 


フロッピーディスクがドライブにセットされている場合は、 DVD と一緒に取り出し 
ておいてください。 
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19. Windows Server 2003 CD - ROM を光ディスクドライブにセツトする。 

[ソフトウェア使用許諸契約]確認画面が表示されます。 


スクロールして使用許諾契約を最後までお読みください。 

Windows のセットアップを続行する塌合には 
「はしを逞んで契約Iこ同意してくださ U 
(U 〗 え]を遼ぶとセットアッゴを中止します。 


Microsoft Windows Server 2003バッケージに同梱されている 
「マイクロソフトソフトウェア使用許諾契約著」をお!売みください0 


20. 「ソフトウェア使用許諾契約書」の内容をご確認のうえ、同意する場合は、[はい] 
をクリックする。 

同意しない場合は、[いいえ]をクリックしてください。 

21. [メディアとパーティシヨンの設定]画面で [Service Pack を適用する]のチェッ 
クボックスにチェックを入れた場合は、次の操作をする。 

(1) メッセージに従って Windows Server 2003 CD-R 〇 M を光ディスクドライブか 
ら取り出す。 

(2) メ ッセージに従って Windows Server 2003 Service Pack 2の CD-R 〇 M を光 
ディスクドライブにセツトする。 


• Service Pack 1 (Service Pack 2) が内包された OS インストールメ 
ディアを使用してインス I ルをされた場合は、再度 Service Pack 

1 (Service Pack 2) を適用する必要はありません 0 

• Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、シームレスセット 
アップでサービスノ V ° ックを適用しないでください。サービスノ V ° ックを適 
用する場合は、シームレスセットアップ完了後、 Windows Server 
2003 R 2 DISC 2を適用してから「システムのアップデート」にて 
サービスパックを適用してください。 


Windows Server 2003と指定したアプリケーションは自動的にインスI—ルされ、 
システムに□ク'オンします。 


インストール中に以下のダイアログボックスが表示される場合がありますが、 
Bta [セットアップ完了]画面が表示されるまでは操作する必要はありません。 
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バックアップ CD - R 〇 M 以外の〇 S CD - ROM を使用している場合は、以下のメッ 
セージが表示される場合があります。 

[〇 K ] をクリックし、プロダクトキーを入力してください。 


セットアップスクリプトファイルには有効なプロダクト 
ID が含まれていません。システム管理者に有効な 
プロダク MD を問い合わせてください。 


22. [セットアップ完了]画面で [0 K ] をクリックする。 

23. Windows Server 2003 R 2 をインストールの場合は、インストール完了後、 
[ Windows セットアップ]画面が表示されます。 


[Windows il ゥトアクブ 


- 」 Windows Setup は完了していません。セットアッブを続行することをお勧めします。セット 
_ 0 アツブを続行寸る&とにより、こ©パージヨン® Windows Server オペレ'-テインヴシステム 

新しいコンポ—ネント細は、 Windows Server CD 2 のドキュメントを参照してくださ 
い。 

セツ ト アッ ブを続行するには、 Windows Server CD 2 を揷入するか、または Windows 
Server CD 2 ①ファイルが格 ii 内されてい 5 塌所を指定して [OK] をクリックしてくださ U 


Windows Server CD 2 ①フ W ルの塌所 (D: 

「 D :¥ # PS ( B )... J 

|T OK | —キャンセル」 


Microsoft Windows Server 2003 R2, Standard Edition DISC 2 を光ディスクドラ 
イブにセットし、[〇 K] をクリックする。 

以降はメッセージに従って作業を進めてください。 

インストール終了後、 Microsoft Windows Server 2〇〇3 R2, Standard Edition 
DISC 2 を光ディスクドライブから取り出し、再起動してください。 



ザービスパックをインストールする場合は必ず Windows Server 2003 R 2 
DISC 2 を適用した後で「システムのアップデート」にて適用してください。 


24. PROSet をインス!-ールする。 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリ 
ティです。 

PROSet を使用することにより、以下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の確認 

- ループバックテスト、バケット送信テストなどの診断 
—チームの設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、装置に耐障害性に優 
れた環境を提供し、装置とスイッチ間のスループットを向上させることができます。 
このような機能を利用する場合は、 PR 〇 Set が必要になります。 

PR 〇 Set をインストールする場合は、次の手順に従ってください。 

(1)「 EXPRESSBUILDER」DVD を光ディスクドライブにセットする。 

オートランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてくだ 
さい。 


(2) エクスプローラを起動す る。 
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(3) 「¥005¥ win ¥ wimt ¥ dotnet ¥ dl 5¥ p 「 oset ¥ win 32」 ディレクトリ内の 
「 dxsetup . exe 」 アイコンを夕'ブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PR 〇 Set - Installshield ウィザード]が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) 使用許諸契約を読み、同意するならば[使用許諸契約の条項に同意します]を選 
択して[次へ]をクリックする。 

(6) デフォルトのまま[次へ]をクリックする。 

(7) [インストール]をクリックする。 

(8) [ InstallShield ウィザードを完了しました]というメッセージが表示されたら、 
[完了]をクリックする。 

(9) 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取り出し、システムを 
再起動する。 

以上で完了です。 


^ ドライバおよび PROSet に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソー 

ルから管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施してください。〇 S 
のリモートデスクトップ機能、またはその他の遠隔操作ツールを使用しての作 
業はサポートしておりません。 


25. ネットワークドライバのセットアップをする。 

標準装備の2つのネットワークドライバは、 BT 〇出荷時、または EXPRESSBUILDER 
から「システムのアップデート」を実行するとインストールされます。 

インストール後は、次の手順に従って、ドライバへ転送速度と Duplex モードの設定 
をしてください。また、 IP アドレスを設定する際、[インターネットプロトコル ( TCP / 
IP )] のチェックボックスが外れている場合、チェックを付けてから IP アドレスの設定 
してください。 

[ PROSet がインス I ルされていない場合] 

(1) デバイスマネージャを起動する。 

(2) ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network Connection ] をタブル 
クリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイアログボックスが表示されます。 

(3) [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]をハブの設定値 
と同じ値に設定する。 

(4) ネットワークアダプタのプ□パティのダイアログボックスの[〇 K ] をクリック 
する。 


以上で完了です。 
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[ PROSet がインス I ルされている場合] 

(1) デバイスマネージャを起動する。 

(2) ネットワークアダプタを展開し、 [Intel(R) 82566 DM-2 Gigabit Network 
Connection] または [Intel(R) PRO/ 1000 PL Network Connection] をタブルク 
リックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [リンク速 it] タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をハブの設定値と同 
じ値に設定する。 

(4) ネットワークアダプタのプ□パティのダイアログボックスの[〇 K] をクリック 
する。 


以上で完了です。 

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワー 
ク接続]から□一カルエリア接続のプ□パティダイアログボックスを表示させて行 
います。 


• サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めし 
ます。 

[ネット ワーク モニタ] は、 [ネット ワーク モニタ] をインストールした コ 
ンピュータが送受信するフレーム（またはパケット）を監視することが 
できます。ネットワーク障害の解析などに有効なツールです。インス 
卜— ルの 手順は、 この 後の「障害処理のための セットアップ」 を参照し 
てください。 

• 残り1つのネットワークポートは「管理用ポート」です。このポートに 
関するセットアップについては、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内にある 
オンラインドキュメント 「 EXPRESSSC 〇 PE エンジン2ユーザーズガイ 
ド」を参照してください。 


26. 63〜67ページを参照して、オプションのデバイスでドライバをインストールし 
ていないものがある場合は、それぞれを確実にインス I ルする。 

27. 69ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

28. 82ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 
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アダプタフオルトトレランス ( AFT )/ アダプテイブロードバラン 
シング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されているア 
夕'プタに障害が発生した場合、自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させるもので 
す。また、アタ'プテイブロードバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでチームを作り、サー 
パから送受信バケットをチームすベてのアダプタから行うことにより、スループットを向上さ 
せるものです。この ALB 機能は AFT 機能を含んでいます。 

本機能のサポート対象は、標準装備のネットワープアダプタとオプションネットワークボード 
です。 

AFT / ALB / DLA 機能を使用する場合は、以下の手順に従ってセットアップしてください。 

<チームのセツトアップ> 


_"〇 AFT / ALB のセットアップは、ドライバインストール後、必ず再起動した後に 
行う必要があります。 


1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をダブルクリックする。 

3. チーム化のタグを選択し、「その他のアダプタとチーム化する ( T )」 にチェックを入 
れ、[新規チーム]をクリックする。 

4. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

5. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

6. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アダブティブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

8. デノ（イスマネージャより、上記で設定したチーム名のデノ（イスのプ□パティを開 
く。「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

9. チーム内のアダプタで、プライマリに設定する場合、アダプタを選択し、「プライ 
マリの設定」をクリックする。 

— プライマリ設定 

プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックす 
る。 

- セカンダリ設定 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックす 
る。 

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、[〇 K ] をクリックして画面を閉じてくださ 
い0 



ブライマリ/セカンダリ設定は以下の手順で確認できます。 

1) チー厶のアダプタのプロパティ内にある[設定]タブを表示する。 

2) [チー厶内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 
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10. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表 
示されたら、[テストの実行]をクリックして実行する。 

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

11. システムを再起動する。 

以上で完了です。 

<チームの削除手順> 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設定]のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動する。 

以上で完了です。 




• アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のチームとして指定するアダプタ 
は、同一八ブ、異なる八ブのどちらの接続でも使用できますが、異なる 
八ブに接続する場合は、すべて同一 LAN (同ーネットワーク）上に存在 
する必要があるため、カスケード接続にしてください。 

• アダプテイブロードバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチン 
グ八ブにのみ接続できます。 

• マザーポードまたはオプションのネットワークカードを交換する場合 
は、必ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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オプシヨンのネットワークポードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -1 11/112/1 19/120/121/125/126) を使用する 
場合について説明します。 

「 N 8104 -1 11/112/119/120/121/125/126」を使用する場合は 、 「EXPRESSBUILDERJDVD 
に格納されているドライバをインストールしてください。 

「 N 8104 -1 12/1 19/1 20/1 21/1 25/1 26 J のボード名ドライバ 
r ¥005¥ win ¥ winnt ¥ dotnet ¥ dl 5¥ pro 1000 ¥ win 32」 

「 N 8104 -1 11」の場合 

r ¥005¥ win ¥ winnt ¥ dotnet ¥ dl 5¥ pro 100 ¥ win 32」 



オプションのネットワークボードも転送速度と Duplex モードの設定が必要で 
す。「25.ネットワークドライバのセットアップをする。」 （61 ぺージ）の項を参 
考に転送速度と Duplex モードの設定を行ってください。 


<オプションポード用ネットワークドライバのインス I -ール> 

オプションのネットワークボード （ N 8104 -11 1/112/1 19/120/121/125/126) を使用する 
場合は、下記のインストール方法に従ってドライバのインストールをしてください。 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]— [ Intel ( R ) PR 0/10 〇〜]または [ Intel ( R ) PRO / 
100◦〜]をダブルクリックする。 

f ) ntei ( R ) PRO / 100-]または [ Intel ( R ) PRO /1 ◦◦〇〜]ダイアログボックスが表示 
されます。 



[? その他のデバイス] -[? イーサネットコントローラ]がある場合は [? イーサ 
ネットコントローラ]をダブルクリックしてくださし、。 


3. [ ドライバ]タブを選択し、 [ ドライバの更新]をクリックする。 

[ハードウェアの更新ウィザード]が表示されます。 

4. [いいえ、今回は接続しません]を選択して、[次へ]をクリックする。 

5. [一覧または特定の場所からインストールする（詳細） ] を選択し、[次へ]をクリッ 
クする。 

6. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェック 
を入れ、 

「 N 8104 -1 11」の場合、 

r ¥005¥ win ¥ winnt ¥ dotnet ¥ dl 5¥ pro 100 ¥ win 32」 

「 N 8104 -1 12/1 19/120/121/125/126」のボード名ドライバの場合、 
r ¥005¥ win ¥ winnt ¥ dotnet ¥ dl 5¥ pro 1 000¥ win 32 J と入力し、[次へ]をクリックする。 

ドライバの検索が開始され、検索後にインストールが始まります。しばらくすると 
[ハードウェアの更新ウィザードの完了]画面が表示されます。 

7. [完了]をクリックする。 

以上で完了です。 
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WOL のセツトアップ 


WOL (Wake On Lan ) の設定を行います。以下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設 
定を行ってください。 

[ PROSet がインストールされている場合] 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し 、 [Intel ( R ) 〜]のアダプタをダブルクリックする。 
ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し 、 [Wake On Lan ] 内の下記の項目にチェックを入れ 

Wake on Directed Packet 
Wake On Magic Packet 
電源オフ状態からの Wake On Magic Packet 




Wake On Directed Packet , Wake On Magic Packet はデフオルトでチェックが 
入っています。 


W-O [Wake On LAN ] 内の設定を行えないアダプタは WOL をサポートしておりま 
せん。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 

5. すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行う。 


[ PROSet がインス トー ルされていない場合] 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し 、 [Intel ( R ) 〜]のアダプタをダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、下記の項目にチェックを入れる。 

-電力の節電のため、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるよう 
にする 

- このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする 

詞"〇 [—このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにす 

Ita る]にチェックを入れる事が出来ないアダプタは WOL をサボートしておりま 
せん。 

4. [詳細設定]タブを選択する。 

5. [ PME をオンにする]の[値]を“オン”にする。 

6. ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 

7. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行う。 
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グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、 EXPRESSBUILDER から「システムの 
アップデート」を実行するとインス!—ルされます。 

カスタムインストールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンストールされています。 

ドライバを個別に再インストールしたいときは、次の手順に従ってください。 

1. 「 EXPRESS 巳 UILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセットする。 

才一トランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてください。 

2. [エクスプローラ]を起動する。 

3. r ¥005¥ win ¥ winnt ¥ dotnet¥videoj ディレクトリ内の [ setup . exe ] アイコンを 
ダブルクリックする。 

メッセージにしたがってインストール作業を進めてください。途中、「デジタル署名 
が見つかりません。」というメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックし、 
インストールを続けてください。 

4. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取り出し、システムを再 
起動する。 

以上で完了です。 


SCSI コントローラ( N 81 03-75/95) を追加接続する場合 

システムに SCSI コント□—ラ ( N 8103 -75/95) を追加で接続する場合、〇 S のプラグアンドプ 
レイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後ドライバのアップデー 
卜が必要です。 

SCSI コント□—ラ ( N 8103 -75/95) を接続後、 EXPRESSBUILDER から「システムのアップ 
デート」を実行してドライバをインストールしてください。 


SAS コント□—ラ( N 81 03- 1 04) を追加接続する場合 

システムに SAS コント□—ラ ( N 8103-104) を追！]□接続する場合、〇 S のプラグアンドプレイ機 
能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。 SAS コント□—ラ ( N 8103-104) 
を接続後、 EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行してドライバをインス 
トールしてください。 


SCSI コント□—ラ( N 81 03- 1 07) を追加接続する場合 

システムに SCSI コント□—ラ ( N 8103-107) を追!]□接続する場合、 OS のプラグアンドプレイ機 
能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。 SCSI コント□—ラ ( N 8103-107) 
を接続後、 EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行してドライバをインス 
I -ールしてください。 
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管理ユーティリティのインストール 

添付の 「 EXPRESSBUILDER」DVD には、監視用の 「ESMPR 〇 / ServerAgent 」 および管理用 
の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されています。 ESMPRO/ServerAgenttt ,シー 
ムレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プログラム]やコント□—ルパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルタ'があることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインストー 
ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてください。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管理 pc にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウヱア編」を参照してください。 


システムのアップデート 

「システムのアップデート」は、シームレスセットアップで自動的に実施されます。 
システムのアップデートは次のような場合に、 EXPRESSBUILDER に収録されている各〇 S の 
インストレーションサプリメントガイドを参照して実施してください。 

• システム構成を変更（内蔵オプションの追加など）した場合 

• Windows システムを修復（修復セットアップなど）した場合 

• バックアップツールを使用してシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR のフロッピーディスクまたは RUR CD-R 〇 M を使用して Express 5800用差分モ 
ジュールを適用してください。このときサービスパックを再適用する必要はありませ 

ん〇 ) 
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障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のようなセッ 
トアップをしておいてください。 


メモリダンプ（デバツグ情報）の設定 


本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 



m 


メモリダンプの注意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起 
動すると、起動時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが 
表示される場合がありますが、そのまま起動してください。起動し直す 
と、メモリダンプを正しく保存できない場合があります。 


Windows Server 2008の場合 

次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューから[コント□ールパネル]を選び、[システム]をクリックす 
る 0 

[システム]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [システムの詳細設定]をクリックする。 

[システムのプロパティ ] ダイアログボックスが表示されます。 



ファイル (£) 編集 (£) 表示⑻ツール〇)ヘルプ⑻ 

コンビ: L ータの基本的な情報* 

Windows Edition - 

Windows Server® Standa 
Copyright © 2007 Micros 
Service Pack 1 


タスり 

❿ デパイスマネ-ジゃ⑽ 
〶 リモ-卜©設定 ( B ) 




システムの詳細設定 
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3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 



4. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

< D ドライブに 「 MEM 〇 RY . DMP 」 というファイル名で書き込む場合> 

D :¥ MEM 0 RY.DMP 


xj 


「起勒システムー 
既定のオペレ-ティングシステム^): 

『Microsoft Windows Server 2008 ▼ | 

P オペレーティングシステムの一覧を表示する畤 P B 10> |30~ g 秒間 
r 必要なときに修值オブシヨンを表示する B 部』必 |30― g 秒間 
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謂"〇 Windows Server 2008 64-bit (x64) Edition の場合 

' • デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 

します。ただし、搭載メモリサイズが 2GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300MB 以上の空き容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2008 32-bit (x86) Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズが 2GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300MB 以上（メモリサイズが 
2G 巳を超える場合は、2048 MB+ 300 MB 以上）の空き容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 


5. [パフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 
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6. [パフオーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 



7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 
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8. [すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する]のチエツ 
クボックスのチェックをはずし、[カスタムサイズ]にチェックをする。 



9. [各ドライブのページングファイルのサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[すべ 
てのドライブの総ページングファイルサイズ]ボックスに記載されている推奨値以 
上に、[最大サイズ]を[初期サイズ]以上に変更し、[設定]をクリックする。 


















































74 障害処理のためのセツトアップ 


wO • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。ブートポリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 「推奨値」は搭載メモリサイズ XI. 5倍のサイズとなります。 Windows 
Server 2008 32-bit ( x 86) Edition では 1 つのノ（ーテイシヨンに設 
定できるページングファイルサイズが最大で4095 MB となりますので、 
搭載メモリサイズ X 1 .5 倍のサイズが4095 MB を超える場合は、 

4095 MB で設定してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 


10. [0 K ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 

Windows Server 2003の場合 

次の手順に従って設定します。 


ここでは Windows Server 2003の場合を例にして手順を示していますが、 
Windows Server 2003 x 64 Editions でも同様の手順でセツトアップしてくださ 

い0 


1. スタートメニューから P ント□—ルパネル]を選択し、[システム]をクリックする。 
[システムのプロパティ]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをクリックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 
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4. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

< D ドライブに 「 MEM 〇 RY . DMP 」 というファイル名で書き込む場合〉 

D :¥ MEMORY.DMP 




Windows Server 2003 x64 Editions の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズが 2GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ+1 MB 以上の空き容量のあるドライ 
ブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2G 巳を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2003の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズが 2GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12MB 以上（メモリサイズが 2GB 
を超える場合は、2048 MB+12MB 以上）の空き容量のあるドライブ 
を指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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5. [パフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 


システム®ブ□パテイ 


全肢Iコンピュ-夕名|ハ-ドウェア lliil：]| 自劫更新丨リモ-卜| 

Administrator としてログオンしない埸合は、これらのほとんどの変更はで•きません。 


「パフォーマンス—— 

視覚幼果、ブロセ竹©スケジュール、メモリ使用、およ U 仮想メモリ 


2ーサープ□ファイル 
□ヴォンに閎速したデスクトッブ設定 


J 設定⑤| j ) 


設定⑥一 


起勅と回倌 

システム起動)、システム睹筈、およ U デパクゲI香報 


設定 (D 」 

璟墳変数 (N〉 | Iラー? lii 告 (B> 


0K | キゃンセル」 適用⑻ 


6. [パフォーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 





•マンス(こ使う設定を逛択してくださ 


(7 (況じで最通なものを自獅忙遂択 ？ る取 

r デザインを優先する迫） 
r パフォ^マンスを優先する 0 
r カスタム◎: 


0ウィンドウとボタン[こ視覚スタイルを使用する 
□ ウィンドウを最大化や最小化するときにアニメーションで表示する 
□ コンポポックスをスライドして閉く 
□ スグリーンフォントの綠を消らかにする 
□ タスクパーポタンをスライドする 
□ デスクトッブのアイコン名に影を付ける 
□ ドラック中にウィンドウの内容を表示する 
□ ヒントをフ1“ドまたはスライドで表示する 
□ フォルダでよく使用するタスクを使用する 
□ マウスポインタの下に影を表示する 


zi 


OK 


キゃンセル 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[す 
ベてのドライブの総ページングファイルサイズ]ボックスに記載されている推奨値 
以上に変更し、[設定]をクリックする。 



• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。ブートポリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 「推奨値」については、インストレーシヨンサプリメントガイドの「注 
意事項」の「システムパーティシヨンのサイズについて」の項を参照し 
てください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 
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9. [0 K ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するよラメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 


ユーザーモードプロセスダンプの取得方法 


Windows Server 2008 の場合 

ユーザーモードプ□セスタ'ンプは、アプリケーションエラー発生時の情報を記録したファイル 
です。 

アプリケーションエラーが発生した際は、エラーが発生した旨を伝えるポップアップを終了さ 
せずに、以下の方法にてユーザーモードプロセスダンプを取得してください。 

1. タスクバー上の空いている場所を右クリックして[タスク マネージャ] をクリック 
するか、 く Ctrl >+ < Shift > + < Esc > キーを押下して[タスク マネージャ] を起動 
する。 

2. [プ□セス]タブをクリックする。 

3. ダンプを取得するプ□セス名を右クリックし、[ダンプファイルの作成]をクリッ 
クする。 

4. 次のフォルダにダンプファイルが作成されます。 

C :¥ Users ¥ (ユーザー名) ¥ AppData ¥ Local¥Temp 



上記のフォルダは隠し属性となっている場合があります。フォルダが表示され 
ない場合は、 エ クス プローラの[ツール] から [フォルダオプション] を選択し、 
[表示]タブから[すべてのファイルとフォルダを表示する]にチェックをして下 
さし、0 


ユーザーモードプ□セスタ'ンプが作成されたら、上記4.のフォルタ'より取得してく 
ださい。 

ユーザーモードプ□セスタ'ンプの取得方法の詳細は、以下の Microsoft 社のサポート 
技術情報を参照してください。 

「Windows Server 2008でユーザーモードプロセスダンプを取得する方法」 
http://support.microsoft.com/kb/949180/ja 



Windows Server 2008では、ワトソン博士は[問題のレポートと解決策]に変 
更されており、従来のワトソン博士によるクラッシュダンプファイルを取得す 
ることができません。クラッシュダンプファイルと同等レベルの情報は、上記 
の方法で取得できます。 
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Windows Server 2003 の場合（ワトソン博士の設定） 

Windows ワトソン博士はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーションエ 
ラーを検出するとシステムを診断し、診断情報（ログ）を記録します。診断情報を採取でき 
るよラ次の手順に従つて設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名前]ボックスに 「 drwtsn 32. exe 」 と入力し、 [0 K ] をクリックする 0 

[Windows ワトソン博士]ダイアログボックスが表示されます。 



3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報の保存先を指定する。 


rDRWTSN32.LOG」 というファイル名で保存されます。 



^ ネットワークパスは指定できません。口ーカルコンピュータ上のパスを指定し 
If エック| てください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 
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5. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

- ダンプシンボルテーブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 

- 既存のログファイルに追加 

- クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 

6. [0 K ] をクリックする。 


ットワークモニタのインス I ^ール 


ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。 


Windows Server 2008 の場合 


ネットワークモニタのセツトアップ手順 



Windows Server 2008には、ネットワークモニタが含まれておりません。 
Windows Server 2008においてネットワークトレースを採取するためには、 
Microsoft 社より提供されております Microsoft Network Monitor をセットアップ 
する必要があります。 


1. Microsoft 社の Web サイトよりネットワークモニタをダウン□—ドする 0 

Information about Network Monitor 3 
http :// support . microsoft . com / kb / 933741 / en-us 

2. ダウン□—ドしたファイルを実行して、インス!ラを起動する。 

画面の指示に従ってインストールを実施してください。 



[セキュリティ の警告]ポップアップが表示された場合は、[実行]ボタンをクリッ 
ク してく ださし、0 

セットアップ形式を選択する画面では、 [ Complete ] を選択してください。 


以上でネットワークモニタのセツトアップは完了です。 




ネットワークモニタを削除する場合は、[プログラムと機能]から行います。 
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ネッ ト ワーク ト レースの 採取手順 

1 . スタートメニューから Microsoft Network Monitor を起動する。 

2. [Start Page ] から 、 [Create a new capture tab ...] もしくは [ File ] メニューの 
[ New ] を展開し、 [ Capture ...] をクリックする 0 

新たにネットワークトレース採取用のタブが作成されます。 

3. [Select Networks ] ウィンドウで採取対象のネットワークを選択する。 

4. [ Capture ] メニュー上の [ Start ] をクリックしてネットワークトレースの採取を開 
始する。 

5. [ Capture ] メニュー上の [ Stop ] をクリックしてネットワークトレースの採取を終了 
する。 

6. [ File ] メニューの [Save As …]を選択する。 

[名前を付けて保存]ウィンドウが表示されますので 、 [Frame selection ] 内の [All 
captured frames ] を選択後、適切なフオルタ'、ファイル名を指定します。 



既定では、以下のフォルダが指定されています。 

C :¥ Users¥<User name >¥ Documents¥Network Monitor 3 ¥Captures 


7. [保存]をクリックする。 

手順6.で指定したフオルタ'にファイルが作成されます。 


Windows Server 2003 の場合 

ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動を行う必要があ 
りますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めします。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリック 
する。 

[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プログラムの追加と削除]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]を選択し、[詳細]をクリックする。 

[管理とモニタツール]ダイアログボックスが表示されます。 

5. 管理とモニタツールのサブコンポーネントの[ネットワークモニタツール] 
チェックボックスをオンにして [0 K ] をクリックする。 

6. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスに戻りますので、 
[次へ]をクリックする。 
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7. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は、要求された CD - ROM を 
光ディスクドライブにセットして [0 K ] をクリックする。 



ディスクの挿入を求めるメッセージは “ Service Pack 1 CD - R 〇 M ラベルを付い 
た CD ” と表示されますが 、 Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、 
“Windows Server 2003 R 2 DISCI ” を光ディスクドライブにセットしてくださ 

い0 


8. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クする。 

9. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

10. [コント□—ルパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プログラム]—[管理ツール]をポイン 
卜し、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。操 
作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


システム情報のバックアッ 


セットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情報をバック 
アップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.5 インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再 
起動する。 

EXPRESSBUILDER から起動して 「Boot selection 」 メニューが表示されます。 

3. [Tool menu(Normal mode )]-[ Japanese]-[Maintenance Utility ] を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


BIOS セットアップの Server メニュー 「BMC LAN Configuration 」 で 
Bfa Shared BMC LAN 設定が [ Enabled ] に設定している場合は、オフライン保守 
ユーテイリテイを使ったシステム情報のノ V ックアップが正常に終了しません。 
Shared BMC LAN 設定を [ Disabled ] に設定変更した後にバックアップを 
とってください。 

出荷時の設定は、 [ Disabled ] に設定されています。 
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応用セットアップ 

システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な手 
順でセットアップしなければならない場合があります。 

シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント□ーラ 
を利用する場合 

最新の RAID コント□—ラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応していない大容量 
記憶装置コントローラが接続されたシステムにおいて、〇 S の再インス I -ールなどをする場合 
は、次の手順でセットアップしてください。 



• BTO (工場組み込み出荷）により、〇 S 組み込み出荷された状態から 
セットアップを開始する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シー厶レスセットアップに対応しているボードの一覧については 
「 EXPRESSBUILDER がサボートしているオプションボード」 （19 ぺ一 
ジ） を参照してください。 


1. セットアップしようとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 

本書の内容と大容量記憶装置コントローラの説明書との内容が異なる場合は、 
大容量記憶装置コント □_ ラの説明書を優先してください。 


2. RAID コント□ーラの場合は、コント□ーラの説明書に従って RAID システムの設 
定を行う。 

RAID 設定の不要な大容量記憶装置コントローラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVDfi 、 らシステムを起動させる。 

4. [ EXPRESSBUILDER にドライバを□ー ドする]を選択し、[次へ]をクリックす 
る 0 


「ドライバの□—ド」画面で大容量記憶装置用〇 EM - Disk をセットして[実行する] 
をクリックする。 



このオプションを選択することで、 CD - R 〇 M またはフロッピーディスクで提供 
されているドライバを読み込ませて、シー厶レスセットアップを進めることが 
できます。 


5. 以下の設定でシームレスセットアップを実行する。 

• RAID の設定画面が表示された場合は、[論理ディスクの作成をスキップする]を 
チェックする 

• アプリケーシヨンの設定で[大容量記憶装置用〇 EM - Disk の適用]を追力□する 



このオプションを選択することで、フロッピーディスクで提供されているドラ 
イバを読み込ませて、シー厶レスセットアップを進めることができます。 
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6. シームレスセットアップの途中で[大容量記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□—ラに添付されている CD - ROM またはフ□ッピーディス 
クをセツトし、以降は画面のメッセージに従って操作してください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


HA DC 。 ハ —1. ル . 「fll ファイル | fl OS メテ.ィア 

Step ， への令 


CD / DVD ドライゴ、また13：フロッピーディスクドライプへ、 
「穴容量記馆装蛋用 OEM - DiskJ をセットしてくださ“ 
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マニュアルセットアップ 

マニュアルセツトアップについて説明します。 


Windows Server 2003 x64 Editions の場合 

オペレーティングシステムのインストールは、マニュアルセットアップを使用します。マニュ 
アルセットアップで Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールする方法について 
は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2003 
R 2 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あら 
かじめ EXPRESSBUILDER から、 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 



〇 EM-Disk とは？ 

「マニュアルセットアップ」では、 「Windows Server 2003 x64 Edition OEM- 
Disk for EXPRESSBUILDER 」 と P 乎ばれる 〇 EM-Disk が/必要です。 

作成方法については、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュ 
メント「 Windows Server 2003 x64 Editions インスト レーシヨ ンサプリメント 
ガイド」を参照してください。 


Windows Server 2003 の場合 

本装置へのオペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用する 
ことをお勧めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップが 
必要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方法について 
は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2003 
Editions インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ 
EXPRESSBUILDER から 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 


〆 オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せ 
て参照してください。 



〇 EM - Disk とは？ 

シー厶レスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順 「マニュアル 
セットアップ」では 、 「Windows Server 2003〇 EM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 
と呼ばれる OEM - Disk が必要です。 

「Windows Server 2003 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 には 、 Windows Server 
2003のインストールで必要となる RAID コントローラや SCSI コントローラのドラ 
イバなどが含まれています。 

作成方法については、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメ 
ント 「 Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し 
てください。 
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論理ドライブが複数存在する場合の再セツトアツプ手順 

再セツ ト アップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってくだ 
さい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、 0 S をセツトアップしたいパーティションを選択 
する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の領 
域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


詞_〇 システムポリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ 
完了後は修正できません。この画面で正しいドライブ文字が割り当てられてい 
ることを確認してからセツトアツプを続行してください。 


3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行する。 

以上で完了です。 



セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を修正してください。 


ドライブ文字の修正手順 

以下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ご注意ください。 

1. スタートメニューから[マイコンピュータ]を右クリックし、[管理]を選択して 
[コンピュータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選 
択する。 

6. [0 K ] をクリックする。 








7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プログラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますか？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 

以上で完了です。 
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Linux のセットアップ 


ハードウエアのセットアップ完了後、 Linux(「Red Hat Enterprise Linux 5 Server」 、 「Red Hat 
Enterprise Linux ES 4」または 「MIRACLE LINUX V 4.0 J ) のインストールを行います。 

セットアップを始める前に一購入時の状態について一 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本装置のハードウェア構成(ハード ディ スクのパーテ ィシヨ ンサイズも含む)やハードデ ィス 
クにインストールされているソフトウェアの構成は、購入時のお客様によるオーダーによって 
異なります。下図は、 BTO (工場組み込み出荷)を指定して購入された場合の、標準的な本装置 
のハード ディ スク構成について図解しています。 



Linux Recovery ノ\ーテ イシ ヨン 
(約 5GB) (タイプ vfat) 

空きエリア 


Red Hat Enterprise Linux 5 Server、 
Red Hat Enterprise Linux ES 4. 、 
または MIRACLE LINUX V4.0 


Linux Recovery ； V° —: r ィシヨンについて 

Linux Recovery パー ティシ ヨンには、 インス トー ルディスクの IS 〇 フォーマツ トイ メージファ 
イル等、 Linux のシームレスセットアップで必要となるモジュールが格納されます。 

<BTO (工場組み込み出荷)時の初期設定〉 

BTO (工場組み込み出荷)を指定して購入された本装置の八ードディスクは、お客様がすぐに使 
えるようにパーティションの設定から、〇 S 、 各種アプリケーションなどがすべてインストー 
ルされています。 


Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を参照し、 Linux の初 
期導入設定を行ってください。 

<再セットアップ ( Linux サービスセットを購入された場合)〉 

添付の、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する自動セットアップユーティリティ「シームレ 
スセットアップ」を使用してください。「シームレスセットアップ」では、 RAID システムの構 
築や〇 S 、 各種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択•入力すると、後は簡易 
的な操作で BTO (工場組み込み出荷)時の状態に復元することができます。 
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く未インストールからのセットアップ • 再セットアップ> 

Linux サービスセットを購入された場合は、 Linux が未インストールの状態から「シームレス 
セットアップ」を使用することができます。パッケージの変更などを行うために BT 〇(工場組 
み込み出荷)時と異なる設定で再セットアップを行う場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格 
納されているオンラインドキュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレー 
シヨンサプリメントガイド 」、 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」または 「MIRACLE LINUX V 4.0 インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「 
マニュアルセットアップ」を行ってください。 
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EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」 ユーティ リティを使ってインス I ルしま 
す。「シームレスセットアップ」とは、 Linux サービスセットを購入されたお客様向けに提供す 
る Linux 簡易インストーラのことです 。 rEXPRESSBUILDERJ DVD を使用し、 RAID システム 
の構築や〇 S 、 各種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択•入力すると、後は 
簡易的な操作でインストールできます。「シームレスセットアップ」では工場組み込み出荷状 
態に復元されますが、パーティションや root パスワードの設定の変更、およびインストールす 
るアプリケーションを選択することができます。パッケージについてはインストール後 、 「pm 
コマンド、またはパッケージマネージャで追力□および削除が可能です。パーティション構成の 
変更などを行うために〇 S を再インス!-ールする場合は、シームレスセットアップを使用して 
ください。煩雑なインストールをこの機能が代わって行います。 


シームレスセットアップを実施する前に、必ず重要なデータのバックアップを 
とつてください。 



• シー厶レスセットアップでは、各〇 s 用にドライバディスクを作成する 
必要があります。別途ドライバディスク用に 1.44 MB フォーマット済み 
空きフロッピーディスクを1枚ご用意ください。 

• シー厶レスセットアップでは、保存したパラメータファイルを使用した 
り、セットアップに必要なパラメータをパラメータファイルとしてフ 

ロッピーディスクに保存することができます。別途パラメータファイル 
用に 1.44 MB フォーマット済み空きフロッピーディスクを1枚ご用意くだ 
さい。 

• 別途 USB フロッピーディスクドライブをご用意ください。 


セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明する注意事項について確認しておいてくだ 
さい。 


ディストリビューションについて 

シームレスセットアップでは、以下のディストリビューションに対応しています。 
購入されている Linux サービスセットのディストリビューションを選択できます。 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Sever ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( EM 64 T ) 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( EM 64 T ) 

• MIRACLE LINUX V 4.0 - Asianux Inside 

• MIRACLE LINUX V 4.0 - Asianux Inside for x 86-64 
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BIOS の設定について 

Linux をインストールする前にハードウエアの BIOS 設定を確認してください。 

191ページの「システム BIOS のセツトアップ （ SETUP )」 を参照して必要な設定を行ってくだ 
さい。 



オンポード SATA コント□ーラを使用して八ードディスクドライブを接続さ 
せる場合は SATA Controller Mode Option を Compatible に設定してくだ 
さい0 


注意すべき八ードウエア構成について 

• Linux システムをインストールしようとするハードディスクドライブのほかに、別の 
ハードディスクドライブを接続する場合は、 Linux をインストールした後に接続してく 
ださい。 

• オプションの RAID コント□ーラに論理ドライブが作成されたハードディスクドライブ 
が接続されている場合、論理ドライブが作成されたハードディスクドライブを取り外し 
てインストールを実施してください。 

• 本装置の購入後にオプションの追加接続を行っている場合は、 BT 〇（工場組み込み出 
荷）時の状態に戻してインストールを実施してください。 

• Linux 〇 S が起動するハードディスクドライブおよび論理ドライブ （“/” および “/ boot ” 
を配置するドライブ）に、2,097,152 MB (2 TB ) 以上の容量のハードディスクドライ 
ブを使用することはできません。 


インストールされるカーネルについて 

「MIRACLE LINUX V4.0」 では、シームレスセットアップでインストールされるパージョン 

2.6.9- 42.7 AX の力ーネルで、デュアルコアの CPU 使用時に、ごくまれにタイマ割込みによる 
デッドロックが発生し、システムがス I -ールする可能性があります。本現象は、パージョン 

2.6.9- 42.26 AX 以降の力ーネルで修正されておりますので 、 「MIRACLE LINUX V 4.0」 のイン 
ストール後は、必ずバージョン 2.6.9-42.26 AX 以降の力ーネルをインストールしてください。 

Linux サービスセットをご購入のお客様につきましては、カーネルアップデートモジュールを 
「PP • サポートサービス」の Web サイトに公開しております。 



BT 〇(工場組み込み出荷）時には、障害回避のためバージョン 2.6.9-42.26 AX の 
力ーネルが適用されております。 
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デフオルト起動カーネルの設定について 


シームレスセットアップでは、アーキテクチャが x 86 の場合、搭載メモリ容量にかかわらず 
hugemem 力ーネルがインストールされます。搭載メモリ容量が 16 GB 以上の場合は hugemem 
力ーネルが、 16 GB 未満の場合は SMP 力ーネルが、デフォルト起動力ーネルとして設定されま 
す0 


• rRed Hat Enterprise Linux 5 ServerJ では hugemem 力ーネルは存在し 

民エック 1 ません。 

• 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server (x86)」 および rRed Hat 
Enterprise Linux ES 4J は 16GB 以上のメモリ容量をサボートレていま 
せん。 


シームレスセットアップの実施後に、以下の条件で本装置のハードウェアを増設した場合は、 
hugemem 力ーネルをデフオルト起動力ーネルに設定してください。 



hugemem 力ーネルの利用時、 SMP 力ーネルの利用時に比べて性能が劣化する 
場合があります。 


アーキテクチャが X86 かつ搭載メモリ容量を 16 GB 以上に増設した場合 

以下のコマンドを入力し、 hugemem 力ーネルを GRUB のデフォルト起動力ーネルに設定して 
ください。 

[MIRACLE LINUX V 4.0] 

# grubby - set - default =/ boot / vmlinuz -2.6.9-42.26 AXhugemem 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップの流れを図に示します。 



Linux 用ドライバディスクの作成 


パラメータのロード （ Step 2) 


ロードする 口ードしない（フロッピーディスクなしの場合も含む） 

令 ぐ 


0 S の選択 ( Step 3) 


次へ 

RAID の設定 ( Step 4) 


次へ 


次へ 


Linux の詳細設定 ( Step 5~ Step 9) 


次へ 


次へ 


次へ 


パラメータをセーブ （ Step 10) 


セーブする セーブしない（フロッピーディスクなしの場合も含む） 

令 サ 



ハードディスクドライブからの 八ードディスクドライブからの CD / DVD *'5© 

インス!'ール（既存の Linux インストール （Linux Recovery イ、.スト_ル 

Recovery ； (ーテイシヨンを使用）パーテイシヨンを新規作成） 




インストール用パーテイシヨンの作成"' 2 


み 


インス!•'ールディスク1枚目のセツト•コピー 


インストールディスク2枚目以降の 
セツト • コピー 


CD / DVD , フロッピーディスクを取り出す 


再起動後、ドライバディスクのセツト • 適用 


Linux のインス I •'ール* 3 


V 


T" 


再起動後、インストール終了 


み 


RAID の設定 （ Step 4) で論理ドライブを設定した場合、このフェーズが 
実行されます。 

-ハードディスクドライブからのインス I ^ールでは Linux Recovery 
パーティションを作成します（インストール後も残ります）。 

- CD / DVD からのインス!ルでは、作業用パーティションを作成 
します（インストール中に削除されます）。 

Linux 標準インス I -ーラによるインス I -ールが進行します。 

メッセージに従って、インス!''ールディスクまたは 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD をセツトしたり、パーテイシヨンの手動設定を行つてください。 


J :入力や選択が必要な作業 
]： 自動的に作業が進む内容 
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セットアップの手順 

Linux のインス I ルを行うには以下のインストール対象の 0 S のインストールディスクが必 
4 ( ■す 0 

※「ハードディスクからのインス I ル」を選択し、既存の Linux Recovery パーティシヨンを 
使用してインストールする場合は、インストールディスクは不要です。 

• Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server ( x 86) Install Disc 1 〜 5 
または Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server ( x 86) Install DVD 

• Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server ( EM 64 T ) Install Disc 1 〜 6 
または Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server ( EM 64 T ) Install DVD 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4.6 ( x 86) Install Disc 1 〜 5 
または Red Hat Enterprise Linux ES 4.6 ( x 86) Install DVD 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4.6 ( EM 64 T ) Install Disc 1 〜 5 
または Red Hat Enterprise Linux ES 4.6 ( EM 64 T ) Install DVD 

• MIRACLE LINUX V 4.0 SP 2 インストール CD (1 〜 2) 

• MIRACLE LINUX V 4.0 for x 86-64 SP 2 インストール CD (1 〜 3) 



• 必要に応じインストールディスクを作成してください。インストール 
ディスクの作成方法は、 「 EXPRESSBUILDER」DVD に格納されている 
オンラインドキュメントの！" Red Hat Enterprise Linux 5 Server インスト 
レーシヨ ンサプリメントガイド」、 r Red Hat Enterprise Linux 4 インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」または 「MIRACLE LINUX V4.0 インス 
トレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

• 「Linux メディアキット」を購入されたお客様は、インストールディスク 
を作成する必要はありません。 


以下に、シームレスセットアップの手順を説明します。 

1. 周辺装置、本装置の順に電源を ON にしてください。 

2. 本装置の光ディスクドライブに 「 EXPRESSBUILDERJDVD をセットしてくださ 
い0 

3. DVD をセットしたら、リセットする (< Ctrl >+ く Alt 〉 十く Delete 〉 キーを押す)か、電 
源を OFF / ON して本装置を再起動してください。 

光ディスクドライブから EXPRESSBUILDER が起動します。以下のメニューが表示 
されたら、 「0 sinstallation *** default ***」を選択してください。ここで選択しな 
い場合は、自動でシームレスセットアップの流れに進みます。 










導入編 95 


4. トップメニューが表示されます。 

シームレスセットアップを実行する」を選択し、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 

Stepp^j,,^ 


EXPRESSBUILDER 


メニュ•■を通択して、 r 次へ j ボダンを押してくだ乳、 



^ EXPRESSBUILDER を终了する 


3次へ 


5. [パラメータの□ー ド]画面が表示されます。 

パラメータを□ー ドする場合は「パラメータを□ー ドする」を選択し、パラメータ 
の入ったフロッピーディスクをセットしてパラメータファイルのパスを入力してく 
ださい。パラメータの□—ド後、[次へ]をクリックしてください。 

パラメータを□ー ドしない場合やフロッピーディスクドライブが接続されていない 
場合は、「パラメータを□ー ドしない」を選択して、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step 纖 + 



_ フロッピーディスクドライブが接技されていない場合は r パラメ、 s 在口 —ド way を s 択してくだ汍、 







¢5次へ ©スキづ« 


Linux サービスセット用のパラメータは、「スキップする」機能には対応してい 
|f Iック] ません。 
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6. [ OS の選択]画面が表示されます。 

Linux をインストールする ( Linux サービスセット用)」を選択し、[次へ]をクリックし 
てください。 

7. [ RAID の設定]画面が表示されます。 

設定内容を確認し、修正が必要な場合は「次の設定で論理ドライブを作成する」を選 
択し、パラメータを設定してから、[次へ]をクリックしてください。 

RAID コントローラを使用していない場合や、既存の論理ドライブをそのまま使用す 
る場合は、「論理ドライブの作成をスキップする」を選択し、[次へ]をクリックして 
ください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 

Step 忠 1 

1 巧『の 》, 更 



論理ドライプを作成し3 

RAID：T ノトローラを使用していない場合、および、すでに作成されている誧《ドライプを使用する場合は、スキップを51択し、次へ進んでくだ汍、 
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8. [ディストリビューションの指定]画面が表示されます。 

インストールするディストリビューションをリストから選択してください。 

「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 を選択すると、インストール番号の入力 
フォームが表示されますので 、 「Red Hat Enterprise Linux 5」のインストール番号 
を入力してください。インストール番号の入力を省略した場合、サブスクリブシヨ 
ンに含まれている全パッケージグループにアクセスできない場合があります。 



rRed Hat Enterprise Linux 5 Server 」 のインストール番号の詳細については、 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメントの 「Red 
Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参 
照してください。 


次にシームレスセットアップ • インス!-ールキーを入力してください。シームレス 
セットアップ • インストールキーは、 Linux サービスセットに同梱されている「はじ 
めにお読みください」に記載されています。シームレスセットアップ • インス I -一 
ルキーの入力後、[次へ]をクリックしてください。 



Linux サービス セツ トに ついて 

「 Linux サービスセット」は、 Linux (ディストリビューション)とサポートサービスな 
どを組み合わせ、エンタープライズシステムで Linux をより安心してお使いいただけ 
るようにする製品です。システムの運用性 • 信頼性向上とシステム管理者の負荷軽 
減の実現のために、下記の各種機能やサービスを提供しています。 

• 設定時や障害時の問題解決を支援するサポートサービス 

• 導入時の作業時間を大幅に削減する BT 〇インストール出荷 

• 出荷対象の全ての 0 S •サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安心して 
運用していただける環境を提供 

• 製品出荷後に公開された新しいカーネルについても評価情報 • アップデート手 
順を提供 

• 障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼動監視ツールを提供 
「 Linux サービスセット」の詳細については、以下の Web サイトをご覧ください。 

http :// www . nec . co . jp / linux / linux - os / 
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9. [インストール方法の選択]画面が表示されます。 

「八ードディスクからのインストール」または 「 CD / DVD からのインストール」を選 
択し、[次へ]をクリックしてください。 

10. [パーティション • パッケージの設定]画面が表示されます。 

パーティションの設定は、 「 BT 〇（工場組み込み出荷）時パターン1〜3」、「手動で 
設定する」から選択してください。 swap パーティションのサイズを変更する場合は、 
「搭載メモリから算出する」、 「 BT 〇時の設定にする」、「サイズを指定する」から選 
択してください。設定完了後、[次へ]をクリックしてください。 

パッケージの選択は BT 0 (工場組み込み出荷)時の構成と同様になります。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 






パッケージの選択画面で「こちら」をクリックすると 、 BTO (工場組み込み出 
荷）時のパッケージー覧が表示されます。 

BTO (工場組み込み出荷）時のパーティション設定およびパッケージグループ 
の詳細については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンライン 
ドキュメントの！" Red Hat Enterprise Linux 5 Server インスト レーシヨ ンサプ 
リメントガイド 」 「Red Hat Enterprise Linux 4インストレーシヨンサプリメン 
トガイド」または 「MIRACLE LINUX V 4.0 インストレーシヨンサプリメントガ 
イド」を参照してください。 
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11. [その他のインス!-ール設定]画面が表示されます。 

「〇〇 t パスワードを入力してください。 root パスワードは、6文字以上127文字以下で 
設定します。 root パスワードを入力後、[次へ]をクリックしてください。 

12. [追加アプリケーシヨンの指定]画面が表示されます。 

必要なアプリケーションを選択し、[次へ]をクリックしてください。 


irO Universal RAID Utility は必ず選択してください （ RAID システム構成の場合 
Bfa のみインストールされます）。 



マウスポインタをアプリケーシヨン名に移動させると、アプリケーシヨンの説 
明が表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


Step 


ハ-テ/シヨン その性の 门丁1追加アフリ I 1 m 自動イン 

j 譖う ♦ 叭卜: 1 Ifc レ 


シ。ムレスセ•分アップ時にインスト“ルするアプリケ…ンヨンを推定します* 

インストールするアプ U ケーシ3ンのチェックボックスをチェックしてください ♦ 

注*: Universal RAID Utility は必 T チェックしてくだ汍以 RAID ' ンステム檑成の場合のみインスト'-ルされます） ♦ 


W サーバマネージメントドライパモジュール 


* マウスポイン5在アプリケ'■シ3ン名に移 si させると、アプリケ'■シ a ンの説明が裏示されま r ♦ 


UnujJE ESMPRO/ServerAgcnt 

ESMPRO/ScrverAaentlls マネ'-ジャ嫌能を提供する ESMPRO/ServerM*n»g*i •とともに使用し、サーバ 
の稼肋 e 说、予防保守、雎舍桂说機能を提供しま1% 

エクスプレス速»サ—ビスは、サーバハードウェアのアラーム伸者の兆候疼自觔的に»出し、イン 
5-ネットや公衆回该によって Effl センターに ii 器、保守#!点からお客様へこ if 格するサービスを受 
けるときに必要なソフトウェアで、 E 说セン5— への報機能を提供します* 


【る。©次へ 


◎TOP へ 


13. [パラメータのセーブ]画面が表示されます。 

パラメータをセーブする場合は「パラメータをセーブする」を選択し、 1.44 MB 
フォーマット済みのフロッピーディスクをセットした後、ファイル名をボックスへ 
入力し、[次へ]をクリックしてください。 

パラメータをセーブしない場合は「パラメータをセーブしない」を選択し、[次へ]を 
クリックしてください。 

























100 Linux のセットアップ 


14. [自動インス!ルの開始]画面が表示されます。 

インストールに必要なインストールディスクを準備し、[実行する]をクリックして 
ください。 

ハードディスクドライブのデータを削除してよいが、確認のメッセージが表示され 
ます。セットアップを続行する場合は、[〇 K ] をクリックしてください。 

データの保存が必要な場合は、[キャンセル]をクリックして、セットアップを中断 
してください。その後、再起動し必要なデータを保存してください。 


EXPRESSBUILDER 



Step ，» ^ ' 關1 


シームレスセットアップに必要な侑器を全て収集し5した* 
痒行 r る】を押すと、シームレスセットアップを開始します ♦ 




インストールする〇 S もしくはインストール方法によって、表不される画面の 
内容は異なります。 
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15. 手順 7 で RAID を設定した場合は、 [ RAID の構築]画面が表示されます。 RAID の構 
築が完了後 、 [Linux 0 S インストールの準備]画面に移り、 Linux 用ドライバディス 
クの作成を促すメ ッ セージが表示されます。 

Linux 用ドライバディスクを作成する場合は、[はい]をクリックしてください。 


a 






〇 


インストールには、 Linux 用ドライバディスクが必要です， 

Linux 用ドライバディスクを作成するには【はい】を通択してくださ 
い ♦ 

既に Linux 用ドライバディスクを作成済みの場合は p いえ]を通 
択してくだ乳、 


はい|いいえ 


Linux 用ドライバディスクを作成済みの場合は、[いいえ]をクリックして、手順16に 
進んでください。 

フ□ッピーディスクを要求するメッセージが表示されます。1 .44 MB フォーマット 
済みの空きフロッピーディスクをセットして、[〇 K ] をクリックしてください。 Linux 
用ドライバディスクが作成されます。 


〇 


XJ 


e 


r Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server ( x 86) 用ドフイバディスク 
を作成します， 

フロッピーディスクドライフにフロッピーディスクを推入してくだ 




画面に表示されたタイ ト ルを フロ ッ ピー ディスクのラベルへ書き込んでおく 
と、後々の管理が容易です。 


16. Linux のインス!-ール準備を進めます。 


[「八ードディスクからのインストール」を選択した場合] 

ハードディスク上の既存の Linux Recovery パーティシヨンからインストールする 
場合は、手順18に進みます。 

ハードディスク上に、インストールするディストリビューシヨンに対応した Linux 
Recovery パーティシヨンが存在しない場合は、 Linux Recovery パーティシヨンを 
新規に作成するために手順17に進みます。 


[「 CD / DVD からのインス I -ール」を選択した場合] 

手順17に進みます。 
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17. Linux のインス!-ールディスク1枚目を要求するメッセージが表示されます。 

[八ードディスクからのインストール」を選択した場合] 

インストールするディストリビューシヨンの1枚目のインストールディスクをセッ 
卜し、[〇 K] をクリックしてください。 

メッセージに従って、2枚目以降のインストールディスクを入れ替えてくださし、 
Linux Recovery パーテイシヨンが作成されます。 


〇 


XJ 


ルディスクのコビ ー（ ISO イメージ化）にかかる時間 
は、 CD 1 枚あたり的3〜7分、 DVD 1 找あたり妁10~2紛です ♦ 



[ CD / DVD からのインス I -ール」を選択した場合] 

インストールするディストリビユーシヨンの1枚目のインストールディスクをセッ 
卜し、[〇 K] をクリックしてください。 

インストールディスク1枚目からファイルのコピーが行われます。 


〇 




XJ 


e 


1 枚目のインストールディスク 

Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server ( x 86) Install DVD 

または 

Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server ( x 86) Install Disc 1 

を cd / dvdK ライプに掩入してくだ汍、 


OK I キャンせル J 
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18. ドライブからディストリビユーシヨンのインス!-ールディスク、 

「 EXPRESSBUILDERJDVD 、 フロッピーディスクをすべて取り出し、 [0 K ] をク 
リックしてください。 


a 


XJ 


❼ 


ドライフから CD/DVD とフロッピーディスクを取り出してください ♦ 



再起動を促すメッセージが表示されますので、[再起動]をクリックしてください。 


XJ 


e 


システムを再起劫します* 

r Do you have a driver disk?J のメッセ w ジが袭不されたら [Yes】 を 
押し、画面の指示に従いドライバディスクを通用してくだ乳、 

送中、「 You have multiple devices 」のメッセ w ジが袭不された 
場合は hdaJ を通択してくだ乳、 

r CD が見つかりまセん ♦ J または r CD Not Found」 のメッセージ 
が袭示されたら、 1 枚目のインストールディスクを推入し、 [0K] を 
押してくださ人 


19.再起動後、ドライバディスクの有無を確認するメッセージ （ “Do you have a 
driver disk ?") が表示されます 0 

[ Yes ] を押してください。 



20. フロッピーディスクドライブを指定するメッセージ （“You have multiple 
devices ..”） が表示された場合は、 " sda " を選択し、 [0 K ] を押してください。 

21 . ドライバディスクを要求するメッセージ （Insert your driver into ..") が表示され 
ます。 


Linux 用ドライバディスクをフロッピーディスクドライブにセットし、[〇 K ] を押して 
ください。 
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22■他のドライバディスクの有無を確認するメッセージ （ “Do you wish to load ..”） 
が表示されます。 

[ No ] を押してください。 

23. Linux のインストールが開始されます。 

[ハードディスクからのインストール」を選択した場合] 

そのままインストールが進行します。 


「 CD / DVD からのインストール」を選択した場合] 

メッセージ（ “ CD が見つかりません。”または “CD Not Found ”） が表示されますの 
で、インストールするディストリビューシヨンの1枚目のインストールディスクを 
セツトし、[〇 K ] をクリックしてください。 



手順10のパーティションの設定で「手動で設定する」を選択した場合は、インス 
卜ー ルの途中、パーティション設定画面が表示されますので、必要に応じ設定 
してくださしヽ。なお、「ハードディスクからのインストール」を選択してパー 
ティ ショ ンを手動で設定する場合、パーティション設定画面に Linux Recovery 
パーティション（約 5GB) (タイプ vfat) が見えていますが、削除しないでく 
ださし、。手動パーティション設定については、 「 EXPRESSBUILDER」DVD に 
格納されているオンラインドキユメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 
インスト レーシヨ ンサプリメントガイド 」、 r Red Hat Enterprise Linux 4 インス 
ト レーシヨ ンサプリメントガイド」または 「MIRACLE LINUX V4.0 インスト 
レー ションサプリメン ト ガイド」を参照してください。 


24. Linux のインストールを進めてください。 

[ハードディスクからのインストール」を選択した場合] 

そのままインストールが進行します。 

[ CD / DVD からのインストール」を選択した場合] 

メッセージに従って、2枚目以降のインストールディスクを入れ替えてください。 

インストールの終了後、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を要求するメッセージ （ “Please 
insert EXPRESSBUILDER Ver . 5. xx - xxx.xx disc” 、 “Press ENTER to continue .”） 
が表示されますので、 「 EXPRESSBUILDERJDVD をセットし、 [ ENTER ] を押してく 
ださい。 

25. アプリケーションがインス!ルされます。 

アプリケーションのインストール終了後、ディストリビューションの完了画面が表 
示されますので、 「 EXPRESSBUILDERJDVD (セットしている場合のみ)を取り出し、 
[再起動]を押してください。 

26. 再起動後、 Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報につい 
て」を参照し、必要に応じて設定を行ってください。 


_"〇 rMIRACLE LINUX V 4.0 J のインストール後は、必ずバージョン 2.6.9- 
Bta 42.26 AX 以降のカーネルをインス!-ールしてください。 Linux サービスセツ 
卜をご購入のお客様につきましては、カーネルアツプデートモジユールを 
「PP • サボートサービス」の Web サイトに公開しております。 


以上で、シームレスセットアップは完了です。 
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Linux サービスセットを購入された場合は、 Linux が未インストールの状態から「シームレスセット 
アップ」を使用することができます。パッケージの変更などを行ラために BT 0 (工場組み込み出荷 
) 時と異なる設定で再セットアップを行う場合は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されている才 
ンラインドキュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリメント 
ガイド 」、 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメントガイド」または 
「MIRACLE LINUX V 4.0 インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセット 
アップ」を行ってください。 
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